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例
一
三
口

いしづらどんげん

1． 本書は県営農地開発事業に伴い発掘調査を実施した福山市駅家町大橋に所在する石鎚権現

遺跡群C地点の発掘調査報告である。

2． 発掘調査は広島県教育委員会が得た昭和59年度の国庫補助金をもって広島県立埋蔵文化財

センターが実施した。

3． 発掘調査は伊藤実，片山和哉が，出土遺物の整理，実測等は伊藤が担当し，遺物の写真は

植田千佳穂，伊藤が撮影した。

4． 本書の執筆，編集は伊藤が担当した。

5． 本書に使用した第1図の地形図は，国土地理院発行の50,000分の1地形図（井原）を使用

した。

6． 本書で使用した遺構表示記号はSB:住居跡,SK:土城,SX:土器溜他不明遺栂とした。

7． 本調査の理解を深めるために， 『石鎚権現第2号古墳発掘調査報告』広島県立埋蔵文化財

センター（1984年）及び本書と同時に刊行される『石鎚権現遺跡群，茜ケ峠遺跡発掘調査報

告』財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（1985年）を併読されたい。 ‐

目 次

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

はじめに ．．…………………………･………･……………．．……………………

位置と歴史的環境………………･･…………………･…………………………

調査の概要………………………………………………………………………

遺構と遺物…………………･……………･………･…･……･…….……………

1．弥生時代の遺構……･…………………………………･………………．

2．弥生時代の通物…………………………………………………………

3．その他の遺構と遺物・…………･………………………………………．

まとめ…･………………………･…………………………..……………….…．

1． 石鎚権現遺跡群の構成とC地点の意義 ・………………･………….…

2． 出土土器の編年について…･…･……………………….………………

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
４
６
６
過
調
鯉
蛇
銘

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

V



図版目次

図版11 a

b

図版12 a

調査前近景（南東より）

完掘後遠景（東より）

完掘後全景（南東より）

完掘後全景（北より）

22号建物跡,23.24号住居跡SB(22～24)

（北より）

23号住居跡(SB23) (北より）

23号住居跡(SB23)内鉄餓出土状態

（東より）

23号住居跡(SB23)内南北土層断面

（東より）

22号建物跡(SB22) (北より）

22号建物跡(SB22)土器出土状態

-（南より）

25号住居跡(SB25) (南東より）

25号住居跡(SB25)上層土器群及び

床面の台石（南東より）

27a～c号建物跡, 28.32号住居跡

(SB27a~c28.32)29.33号土城(SK29.33)

(南東より）

27a.b号建物跡(SB27a.b)(北より）

27a号建物跡(SB27a) (西より）

27b号建物跡(SB27b) (西より）

28号住居跡(SB28) (北より）

28号住居跡(SB28)東西土届断面

（南より）

32号住居跡(SB32)ピット7 (P7)

内遺物出土状態（南より）

36号土墹(SK36)遺物出土状態

（東より）

図版1 37号土器溜(SX37) (

38号土器溜(SX38) (

30号不明遺構(SX30)

（東より）

34号石組遺櫛(SX34)

出土土器（1）

出土土器（2）

出土土器（3）

出土土器（4）

出土土器（5）

出土土器（6）

出土土器（7）

出土石器・土製品

出土弥生時代鉄器

出土平安時代以降の鉄器

(東より）

(東より）

遺物出土状態

ａ
ｂ
ａ
ｂ
ａ

図版2

図版3 (束より）b

図版13

図版14

図版15

図版16

図版17

図版18

図版19

図版20

図版21 a

b

b

図版4 a

b

図版5 a

b

図版6 a

b

図版7 a

○
ｂ
ａ
○
ｂ
ａ

図版8

図版9

b

図版10 a

b



挿図目次

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅱ
佃
旧
Ｍ
胴
佃
Ⅳ
旧
側
加
刎
迦
羽
別
鴻
泌
刀
加
泗
釦
訓
魂
羽
訓
弱

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

”
の
四
四
の
印
卯
ｎ
ｍ
②
②
”
”
”
”
鋤
鋤
鋤
汕
鋤
鋤
鋤
鋤
”
鋤
鋤
鋤
鋤
畑
畑
心
③
仙
佃
⑥

く
く
折
折
く
く
く
く
ｌ
ｌ
く
ｌ
く
く
く
く
く
く
ｌ
く
く
く
く
く
ｌ
く
く
く
く
く
く
く
く
ｌ
く

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
。

●
早
●
●
●
●
、
日
日
〃
●
合
●
巴
●
、
、
〃
〃
●
，
■
、
●
●
●
●
Ｃ
申
■
の
■
●
●
ｅ
●
●
●
申
●
●

●
ロ
〃
０
ｕ
、
〃
ｒ
ｌ
、
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
申
●
●
●
●
●
●
巳

●
●
ｅ
申
●
●
●
●
。
●
○
●
。
●
●
●
。
。
●
●
由
申
■
。
●
●
●
●
●
Ｄ
Ｄ

Ｇ
●
●
●
●
●
■
●
●
◆
●
●
●
●
●
。
■
Ｄ
Ｏ
Ｄ
◆
。
●
●
●
●
●
●
申
、
●

●
。
●
■
●

●
●
ウ
●
●

●
●
。
●
●
●
●
●
ｅ
●
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ

●
Ｏ
●
●
◆
●
■
●
●
Ｏ
●
０
Ｇ
号
申
●
●
ｅ
●
Ｃ
Ｕ
Ｇ

》
麺
一
》
唾
呼
帥
唖
一
一
一
》
４
》
》
《
恥
和
》
一
一
一
》
》
》
和
》
》
》
一
一
》
》
》
》

●
申
ｔ
●
■
●

Ｏ
Ｇ
●
●
●

“
亜
唖
釦
恥
恥
１
恥
や
的
、
》
。
．
》
》
》
呼
呼
一
》
》
一
麺
》
》
》
》
》
》
》
》
》
一
癖
》

●
●
●
ｅ
●
●

●
●
●
●
■
■
〃
口
ｕ
、
■
●
●
●
ｅ

●
●
●
●
●
申
●
●
。
●
ｃ
■
●
●
車
●
●
。
。
●
。
■

》
一
一
》
一
一
噸
一
一
一
》
一
ｍ
》
》
》
》
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｇ
■
●
申
●
■
●
●
●
甲
●
●
由
岳
阜
●
●
①
●
●
●
ｅ

●
Ｏ
●
Ｃ
Ｑ
“
●
●
甲
。
●
由
●
●
甲
ら
。
●
●
。
●
ｅ

恥
》
》
皿
恥
韓
澗
・
・
．
．
．
北
鈍
”
”
《
”
》
”
妃
“
や
、
配
“
叩
韓
叩
や
釦
”
”

一
一
》
一
一
一
実
》
》
一
》
－
３
ｊ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
．
．
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
寺
●
●
●
●

■
●
●
■
●
●

●
Ｏ
◆
●
●

．
．
．
．
・
・
・
３
北
如
”
”
亜
恥
”
函
恥
“
如
北
”
》
”
坤
”
”
』
”
”

叩
印
や
”
叩
如
ｊ
血
釦
》
”
恥
１
：
準
一
《
》
》
》
一
一
一
一
一
一
一
睡
》
》
》
》
一
》
》

●
●
●
●
ロ
●
《
曲
却
》
■
◆
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
白
●
。
、
■
Ｑ
●
甲
●
●
の
●
◆
、
●
●

叩
》
如
酌
恥
“
２
叩
墾
亜
”
く
１
軸
叩
如
”
“
詑
晒
範
恥
”
“
亜
如
“
”
皿
函
覗
肥
咋
叩

《
“
酪
紳
印
“
Ｋ
一
睡
曲
軸
鋤
図
く
唖
唖
》
一
一
》
一
一
一
一
》
一
一
一
》
一
一
四
一
一
》

●
■
白
■
。
ｇ

●
●
■
●
●
●

配
や
釦
伽
函
函
《
醒
《
〕
恥
”
”
卵
ｐ
●
●
●
ｅ
●
●
Ｇ
。
●
ｐ
ｅ
●
申
○

・
・
・
・
：
測
図
》
》
》
韮
》
》
叩
《
恥
《
如
麺
”
《
叩
《
《
”
”
”
“

●
。
●
●
、
●

●
●
■
○
●
●
■
■
●
●
●
●

釦
如
、
”
釦
”
２
亜
如
”
恥
１
実
測
》
》
一
睡
》
》
叩
”
”
“
如
恥
如
却
“
”
”
“
《
”

●
●
●
。
●
●
《
竃
叩
》
●
●
●
ゆ

・
・
・
・
く
器
実
恥
》
一
睡
麺
》
》
轆
睡
》
呼
呼
》
》
》
》
》
》
錐
呼
》

●
●
●

●
●
①
込
面
Ｊ
〃
●
●●
●
●
、
●
●
。

一
一
一
帥
郵
呼
配
呼
》
》
》
図
土
器
《
唖
一
睡
》
》
》
》
唖
恥
呼
唖
》
》
》
》
一
》
》
》
唖

唾
唖
。
》
一
一
亜
測
土
土
〉
ｉ
》
岬
》
》
》
》
》
》
唖
》
岬
》
唖
》
》
》
》
》
》
》

●
●
●
●
●
■
。

．
・
・
１
》
蝿
一
》
》
《
》
実
出
土
恥
》
》
卸
呼
押
》
》
》
》
皿
》
》
錘
一
一
》
》
》
》
》

●
●
●

●
●
●

●
●
●
〃
ロ
■
巳
、
●
，・
・
ａ
》
》
一
一
器
ｊ
出
》
》
嘩
和
乳
一
一
一
一
一
》
》
》
》
一
一
一
》
》
》
》

一
一
一
図
挫
呼
”
唖
一
一
一
土
ｂ
ｊ
叩
”
恥
ｊ
轆
恥
“
釦
》
”
”
必
“
、
“
、
“
叩
和
叩
”

一
》
》
測
呼
岬
Ｂ
蔀
》
》
》
土
訂
拓
ｊ
ｊ
叩
３
韓
叩
酌
“
卵
”
抑
”
岬
《
軸
》
“
”
”
《
“

●
●
●
●
●
ｐ
申
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

》
》
》
実
》
唖
Ｓ
唾
一
一
一
出
・
・
３
３
；
．
．
》
》
》
》
》
》
》
》
一
一
一
一
》
一
一
一
一

●
●
グ
ロ
ー
、
◆
●
早
◆

８
３

●
申
●
●
、
Ｂ
″
ノ
ー
、
家
“
冗
垂
Ｕ
由
■
、
０
命
電
〕
で
Ⅱ
壬
恥
“
亜
》
“
”
如
配
皿
如
函
恥
恥
函
”
唖
函

●
●
●

●
●
申
、
８
Ｊ
〃
■
■

●
●
申
●
●
●
●
●
口

一
一
一
泌
坤
》
壊
》
一
一
一
餌
．
Ｋ
１
１
．
．
く
ｊ
》
一
一
》
》
》
一
一
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
一
一
》
》

》
一
一
歩
⑳
》
土
一
一
Ｊ
ｊ
へ
妬
Ｓ
く
く
１
図
３
》
一
》
》
《
》
》
》
釦
妬
妬
３
亜
知
一
》

、
，
／
》
函
２
６
、
ノ
号
、
，
／
、
ノ
”
加
配
Ｂ
，
．
図
図
く
測
・
．
・
・
・
．
．
．
・
・
・
．
．
．
．
．
．
．
“
、
ノ
．
・

原
》
》
Ｂ
・
・
鋤
調
鋤
鋤
：
・
・
Ｂ
Ｓ
犯
測
測
図
実
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
・
３
《
》

井
一
一
⑮
α
雌
跡
正
止
ｕ
Ｑ
⑮
伽
皿
罐
罐
割
塞
剛
剰
劉
劉
剰
剰
栂
也
掴
副
即
勵
副
－
１
．
．

ｍ
一
一
跡
図
く
居
く
く
図
図
跡
物
く
土
土
器
土
測
１
１
１
１
１
１
１
１
測
測
測
測
》
く
ｊ

馳
岫
沖
瀝
瓠
蝿
雑
姻
咽
執
麺
嘘
塞
蝿
雌
吐
珪
蝿
霊
Ⅸ
郡
砒
邨
馴
飢
剛
即
瘻
瘻
瘻
罐
叶
蝿
細
⑳

００
０

５

：
心
叩
号
ｊ
実
名
実
実
ｊ
ｊ
号
ｂ
号
ｊ
ｊ
出
器
土
図
図
図
図
図
図
測
測
鋤
釧
弱
遺
別
実
・
・
２

１
２
３
４
５
８

２
２
ｊ
２
ｊ
ｊ
師
犯
別
”
調
師
鍋
群
土
土
測
測
測
測
測
測
実
実
Ｘ
Ｘ
Ｘ
土
＆
器
１
１

く図
雌
止
恐
記
恥
蹴
唖
唖
郵
鍬
野
跡
羽
Ｓ
Ｓ
土
５
群
器
器
器
器
器
器
鉄
製
く
く
く
の
１
土
図
１

。
Ｘ
Ｘ
器
区
出
実
実
実
実
実
実
器
品
Ｓ
Ｓ
Ｓ
出
・
・
土
く

布
く
く
く
Ｓ
物
Ｓ
Ｓ
く
く
，
居
，
く
く
区
一
器
土
土
土
土
土
土
代
土
構
栂
構
降
ｌ
出
分
く

分
図
図
跡
跡
く
建
く
ｌ
溜
溜
跡
住
跡
溜
溜
３
Ｄ
土
土
土
土
土
土
土
時
，
遺
遺
遺
以
図
点
区
図

跡
形
置
物
居
曠
瑁
猫
脳
器
器
物
号
居
器
器
．
，
区
出
出
出
出
出
出
生
器
明
組
明
代
布
地
期
遷

遺
地
配
建
住
土
一
土
土
土
土
建
羽
住
土
土
２
３
４
層
層
層
層
層
層
弥
石
不
石
不
時
分
Ｆ
時
変

辺
辺
構
号
号
号
ａ
号
号
号
号
号
・
号
号
号
一
一
一
含
含
含
含
含
含
土
土
号
号
号
墳
点
・
構
構

周
周
遺
沈
溺
妬
諏
調
調
諏
犯
配
調
犯
諏
調
Ｃ
Ｃ
Ｃ
包
包
包
包
包
包
出
出
釦
釧
弱
古
地
Ｅ
遺
遺

付図 目次

付図1 石鎚権現遺跡群C地点・周辺遺跡出土土器編年図（約1 : 9)



I はじめに

昭和55年度から始まった県営農地開発事業大橋地区造成地内の埋蔵文化財発掘調査は，今年

度で第5年次を数える。今回の調査は，昨年度実施した石鎚権現第2号古墳の調査によって予

想された丘陵斜面に立地する弥生時代集落（石鎚権現遺跡群C地点）及び同様の立地条件を有

する同遺跡群D地点，及び茜ケ峠遺跡の3遺跡で実施した。

発掘調査は，文化庁と農林省との覚え書き「農業基盤整備事業等と埋蔵文化財の保謹との

関係の調整について」 Iの（5）にもとづき農業担当部局負担分と文化財保謹担当部局負担分

（股家負担分）に分けて行うことになり前者は石鎚権現遺跡群D地点及び茜ケ峠遺跡を財団法

人広島県埋蔵文化財調査センターが，後者は石鎚権現遺跡群C地点を広島県立埋蔵文化財セン

ターが実施した。

石鎚権現遺跡群C地点の発掘調査は，昭和59年5月14日から7月17日まで，約2,000"fにつ

いて実施し，調査経費は5,000千円（内，国庫補助金2,500千円）である。

遺跡の発掘調査を実施するにあたっては，福山市教育委員会，福山教育事務所，広島県草戸

千軒町遺跡調査研究所,広島県福山農林事務所芦品土地改良事業所各位の多大な協力を受けた。

また，発掘作業は，地元今岡，大橋地区の方々の御尽力をいただいた。記して深甚の謝意を

表します。
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石鎚権現遺跡群と周辺遺跡
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I位置と歴史的環境

石鎚権現遺跡群は,福山市駅家町大橋に所在する。ここは,東流する芦田川の南岸地域にあた

り，丘陵上からは，芦田川を越えて駅家，神辺の流域最大の沖積平野を眺望におさめる。本遺

跡の所在する大橋周辺は，南の山塊から延びた丘陵裾部に中小の谷が入り組み，弥生時代以降

の遺跡立地としては恰好の地形を織りなしている。 また，芦田川の北岸地域に比べて沖積平野

の広さは狭いが，入り組んだ谷々が， 南の松永湾にぬける交通路となっていることも遺跡立地

の重要な要素と考えるべきであろう。 このことは，本遺跡周辺の福田池で，松永湾岸から持込
（1）

まれたと考えられる製塩土器が多戯に出土したことからも実証される。

ところで，本遺跡周辺の遺跡は， ｜日石器～縄文時代のものはわずかに散見されるにとどまる

が,次の弥生時代になると遺跡は飛躍的に増大する｡前～中期の遺跡は明確なものは少ないが新
（2）

市町・大森地区で前期末～中期前半にかけての土器が比較的まとまって出土している。他に中
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第1図周辺遺跡分布図( 1 : 50,mO井原）

1.石鎚権現遺跡群 2.西谷古墳 3.長迫遺跡

5.茜ケ峠遺跡 6．下高倉古墳 7銭山古墳

9.堀越・大塚谷遺跡群10.才谷遺跡群 ll.手坊谷遺跡群

13池ノ内遺跡群 14.二子塚古墳 15.宝塚古墳

19.亀山遺跡

4.出尾池遺跡

8.大佐山白塚古墳

12.地蔵堂遺跡群

16.山の神古墳
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（”

期の遺跡として，向永谷の茜ケ峠遺跡，大橋の長迫遺跡等で集落跡が調査され，前者は，短期

間に何度も建替えを行った長屋状の建物が数十棟検出されている。特に中期後半以降遺跡は質

・量とも増大し，芦田川北岸の中島地区では標高40～50mの丘陵上に営まれた地蔵堂,手坊谷，
（4）

池ノ内、堀越大塚谷の各遺跡群が調査によって明らかになっている。後期の遺跡は本遺跡群や
（5） 〔6）

新市町・神谷川遺跡等，丘陵上及び斜面に立地する遺跡が多く，神辺平野の大宮遺跡，御領遺
（7）

跡のように沖積平野に営まれた集落は明らかになっていない。駅家の平野部に神辺平野と同様

の低地性集落が存在するものか， あるいは何らかの要因によって集落立地が異なるのかは．今

後の調査にまちたい。
（4〕

古墳時代の遺跡は，古墳を除くと著しく少ない。現状では， 中島地区の才谷遺跡群で6～

7世紀の方形住居跡が単独で検出されたものの他，石鎚権現第5号古塘境丘下の7世紀代の方

形住居跡状遺構をあげ得るのみである。同時代の集落は，可耕地の拡大に伴って芦田川河岸の

沖職平野に存在する可能性が高い。今後，平野部の微高地，及び縁辺部の調査がまたれる。一

方，古墳は周辺の丘陵上に数多く存在し，また内容の明らかになったものも少なくない｡これら
（8）

の中には，当地域の代表的古墳も多く含まれている。古式のものは，新市町・潮崎山古墳，福
（9）

山市・石鎚山古墳群等が4世紀代に比定され， ともに舶赦鏡を出土している。 また， 5世紀代
（10〕

の古噛は，多数の鉄製武器類を出土した神辺町・亀山第1号古噛や防製鏡を出土した法成寺の
（11）

掛迫第6号古墳などが北岸地域に集中する。本遺跡周辺の南岸地域には，入り組んだ谷々を見

下す丘陵上に， 4世紀代の長迫古噛群や5世紀代に相次いで築造された石鎚権現古墳群， イカ製

鏡を出土した今岡小池古噛などが存在する。概して， 4～5世紀代の前半期古墳は，北岸地域

に畿内指向型の大型円墳が集中するのに対して，南岸地域は前方後円墳を含みながらも在地色

の強い古墳群が形成され，若干様相を異にする。 このことは， 6世紀以降の横穴式石室導入後

には一層明白な差異となって表われ，北岸地域に6世紀代の二子塚，二塚，宝塚，山の神，大

迫金環塚等の大型横穴式石室職が集中するのに対して，南岸地域にはこの時期の卓越した古噴

は見られない。 7世紀に入っても,北岸地域の優位はつづき,切石を使用した横口式石榔墳等，

特異な古噛が谷奥部に点在する。

睦（1）篠原芳秀氏教示（府中高校他調査）

（2）小田原昭飼氏教示（新市町調査）

（3）広島県教育委員会。（財)広島県埋蔵文化財調査センター『長迫遺跡』1982年。

（4）広島県教育委員会「県営駅家住宅団地造成地内埋蔵文化財発掘調査報告」1976年。

（5）豊元国・甘粕健「備後神谷川の弥生式遺跡」 『吉備考古」75 1948年。

（6）広島県教育委員会「大宮遮跡」一第1～5次発掘調査概報-1978～1982年。

（7）神辺町教育委員会「神辺町埋蔵文化財調査報告」 I～Ⅲ一御領遡跡発掘調査概報-1981～1983年。

（8）脇坂光彦「広島県芦品郡潮崎山古墳について」 「古代学研究」90 1979年。

（9）広島県教育委員会。（財)広島県埋蔵文化財調査センター「石鎚山古墳群』1981年。

（10）広島県教育委員会「亀山遺跡』第1～2次発掘調査概報1982年～1983年。

(11)掛迫古墳調査団「備後掛迫古墳l 『芸備文化」5． 6合併号1956年。
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Ⅲ調査の概要

石鎚権現遺跡群C地点は，東から西へえぐり込んだ谷の最奥部の南東向きの斜面に立地す

る。傾斜角度はほぼ30.前後で,遺構以外の部分はかなり急傾斜で谷に落ち込む。調査区は便宜

上10柳（一部7”）四方のグリッドを設定し，北東から南西へA～E,北西から南東へ1～5

までの記号と番号を付し，その組み合せで1つのグリッドを示すことにした。 また，遺跡は昨

年度調査を実施した第2号古墳周辺の弥生時代遺椛と一連のものと考えられたため，遺椛番号

は昨年度のものにつづけて21から通し番号とした。

検出した遺構は，弥生時代の住居跡・建物状遺構8棟分，土曠4基,土器溜2ケ所,不明遺

椛2ケ所の他，古墳時代の不明遺構1，平安時代の墓と思われるもの1基，石組遺椛1基であ

る。弥生時代の遺構がほとんどで，住居跡・建物状遺構は， 25号(SB25)を除いて大きく2

群に分かれる。すなわち， 22～24号(SB22～24)の西側の一群と小さな谷地形を挟んで27a

。b・c･28.32号(SB27a･b・c･28．32)の東側の一群である。 ともに円形竪穴式住居

跡と2×1間の長棟の高床倉庫状建物が亜複関係をもって存在している。斜面に立地する遺跡

であるため，当時は，各住居跡へ通じる通路等が存在したことが考えられるが調査ではその痕

跡は検出できなかった。ただ、 21号段状遺椛(SX21)は丘陵尾根から頂部に通じる通路状の

遺構である可能性が考えられる。同様の遺構が昨年度調査区でも検出されている (SB4の東

D地点

33333

B地点B地点

一
一 000

第2図周辺地形図(1 :2,000)
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側の通路部分） 。23号住居跡(SB23)は，埋土に多量の炭化物を含んでおり炭化材の中には

建築用部材と考えられるものもあることから，火災に辿って倒壊したものと考えられる。 この

住居跡からの出土遺物は少ないが．床面よりやや浮いた状態で炭化材の中から出土した長い
かえウ わたくウ

逆刺をもつ無茎腸挟長三角形式の鉄鑛は，弥生時代の同種の鉄鍼の中では最も大きい部類に入

り，貴重な資料である。22．27a。27b号建物跡(SB22．27a。27b)は, 2×1間の掘立

柱の建物と想定されるが柱穴の規模も大きく平坦面の造成も広いことから，高床倉庫状の建物

と考えられる。28号住居跡(SB28)は，円形竪穴式住居跡と考えられるが，床面に柱穴らし

きものが皆無で，特異な存在である。床面付近からの出土遺物は極めて少ない。 31号不明遺構

(SX31)は微地形がやや谷状に凹む部分に硬く土を敲きしめて土間状につくりだしたもので，

硬くしまった土層には弥生土器の細片を多く含んでいる。床面には柱穴，溝等の施設はなく，

用途不明の貼床遺構である。ただ， この遺構のすぐ．上方（北側）には，土器溜としたSX37･

38が存在し， この遺構は，本来完形の土器を並べて置いていたものと考えられ，土器の中には

体部穿孔の蕊や，岡山方面からの搬入品と考えられる大型丹塗壷形土器と考えられる破片も含

まれている。 このことは， これらの遺構が何らかの祭に伴うものであることを想起させ， 31

号不明遺構(SX31)もこれらに関連する祭場であった可能性が考えられる。調査区裾部には

遺構は少ないが，床面に土器を一括廃棄したと考えられる36号土城(SK36)が存在する。土

曠の用途は不明であるが， 出土土器は良好な一括資料として評価される。

弥生時代以外の遺構としては，平安時代の須恵器，鉄釘，鉄刀子を出土した30号不明遺構（

SX30)が注目される｡完形の須恵器の周辺に鉄釘が散在して出土することから,木櫃等が存在

したことが考えられ，副葬品と思われる布で巻いた刀子も出土している。これらのことから，

SX30は，火葬骨を納めた墳墓である可能性が高い。他にこの時期の造機として34号石組遺構

(SX34)が存在するが，土器を伴出しておらず細かな時期は推定できない。

遺物は，遺跡が斜面に立地することから調査区全域から多数出土した。調査では，一括廃棄

された土器及び遺構床面上のものを検出することに重点を置き，遺構の埋土から出土したもの

とは区別した。 また，包含層中から出土した土器も， まとまって出土したものは， ある程度使

用の同時性が考えられるものとして，所属時期の検討等の参考とした。遺物の中で注目される

ものとしては，前述の大型鉄鎌の他，鉄ノミ，刀子等の鉄製品が比較的多く出土した。 また包

含層中からであるが，後期土器に混在して磨製石庖丁，石製投弾，砥石等が出土した。出土土

器には多種多様なものがあるが， 24号住居跡(SB24)出土の頚部に丹塗のストライプを施し

た壺形土器や，搬入品と考えられる大型壷形土器，胴部上半に明瞭なタタキ目のある翌形土器

等が注目される。

以上が調査成果の概要であるが，本遺跡はその立地の特異性とともに，遺物の豊富さは，そ

の生産基盤の追求，遺跡立地意図の追求， また備後南部地方の弥生後期の土器編年等にますま

す興味を喚起する遺跡であろう。
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Ⅳ遺構と遺物

1． 弥生時代の遺構

21号段状遺構(SX21)

丘陵頂部（第2号古噛）から南へ延びる尾根が，やや傾斜をゆるやかにする傾斜変換点に位

置し，尾根線に直交するように地山を削平した幅1.20～1.50m，長さ6.50mの平坦面である。

床面中央付近に直径0.20"，深さ0.18噸のピットが存在するが，他には何ら施設はない。用途

不明の遺構であるが，類似したものを，昨年度調査区の4号住居跡状遺構(SB4)で検出し

ており， これと同様に推測すれば何らかの通路的役割をはたした遺構と考えられる。床面付近

から弥生土器の細片数十片が出土した。

22号建物跡(SB22) (第4図・図版3a, 5)

21号段状遺構(SX21)の南約15叩の尾根上のやや東に偏って存在し, 23．24号住居跡（

SB23．24)と重複する。土層断而の観察から先後関係は, 24号住居跡(SB24)より新しく，

23号住居跡(SB23)より古い。遺構は，尾根線に斜交する方向に地山を，幅1.50m,長さ8．

00m以上削平して平坦面を形成し， 2×l間の建物を配置したもので，斜面側の柱穴は貼床面

とともに流出して検出できなかった。柱穴は直径0.30～0.40"2,深さ0.30～0.50加で，柱間寸

法1.70～1.90加とする。 これらのことから，高床倉庫状の建物と考えられる。遺物は, P6上

及び周辺の削平面上から弥生土器が一括投棄された状態で出土している。 これらの土器はその

出土状況から， この建物の廃絶（柱の抜取り）後，意図的に投棄されたものと考えられる。

23号住居跡(SB23) (第4図・図版3b,図版4a。b)

22号建物跡(SB22)の南に一部重複して存在する直径5.50m程度の円形竪穴式住居跡で，

床面の斜面側は流出して存在せず，盤体の南側も工事iこより削平されていた。主柱穴は4本検

出でき，本来6本柱の住居跡と推定される。床面中央にも柱穴状のピットが存在する。柱間寸

法は, P1～P2で1.65"z, P2～P3で1.50m, P3～P4で1.75mとする。壁体の南西側

の部分を一部削出して段を設けており， この部分に出入口が付設されていた可能性が高い。埋

土には広範囲に炭化材，焼土塊等を含んでおり， この住居跡は火災に遮って倒壊したものと推

測される。遺物は，床面の南西部に台石が存在する他，壁体溝内から小型翌形土器の破片，尾

根側中央の壁体付近で，床面から約0.1m浮いた状態で鉄鐡（第26図145）が出土した。

24号住居跡(SB24) (第4図・図版3a)

22号建物跡(SB22)の北東に接して存在し， これにより削られた住居跡で，尾根側の壁体

に添って溝が走る。この壁体溝の現存長4.60柳で，溝内に不整形のピットが存在する他は，柱

穴等は全く検出できなかった。床面付近から丹塗壺形土器，器台形土器の破片が出土した。

－6－
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25号住居跡(SB25) (第5図・図版9)

22号建物跡(SB22)の東約10郷の斜面に位置する。他の住居跡，建物跡等は2～3軒が重

複して群構成をなすのに対して， この住居跡のみ地形的制約からか単独で存在する，床面は，

ほとんど貼床で形成されており，不安定なためほとんど流出して遺存状態は悪い。わずかに壁

体溝の一部と床面に据えられた台石が遺存していた。柱穴は，直径0.15～0.20"@,深さ0.20~

0.30"の小規模なものを7本検出したが，配置は不規則で整然としない。現存長4.50m，現存

幅0.65岬である。出土遺物は，床面の台石周辺から弥生土器の鉢形土器片が出土した。 また，

この住居跡の埋没後に，上層にまとまって流入したと考えられる土器群が存在する。 これらの

土器群は，床面出土の土器よりも古い様相をもっており， どのような経緯で流入したか判然と

しないが，その出土状況から廃棄の同時性が考えられ， 25号住居跡上層土器群としておく。

26号土城(SK26) (第6図）

24号住居跡(SB24)の北東約5mの斜面に位置する隅丸長方形の土壌である。壁体は斜面

側では流出して遺存状態は悪い。規模は底面で0.55×0.90m，壁高は現存高0.50mである。

この土猫は，埋没後削半されて上面に貼床を施しており，本来土曠の埋土は第2層の教であ

る。第1層としたものは，黄褐色土を敲きしめた版築状の整地土層である。土猫の用途につい

ては，不明である。遺物は，第2層より弥生土器片が数片出土した。

27a･b･c号建物跡(SB27a･b･c) (第7図・図版6, 7)

22号建物跡,23.24号住居跡(SB22～24)群の北東約20"の斜面に位置するもう一つの住居

跡群の中に含ずれる建物跡で，ほぼ同一の削平面に3棟の建物跡(SB27a～c)を検出した。

27a号建物跡(SB27a)は，棟方向を北東にとる2×1間の建物跡で，柱間はほぼ1.90m

〆

’
《
上
○
の
ト
ぬ

十亀 －し

’ ’
5760m－

{二コ台石

睡貼り床適存面詔宝
O 2m

－－‐

第5図 25号住居跡(SB25)実測図(1 :60)
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とする。柱穴規模は, P1 ･2で直径0.40"2,深さ0.45m,P3で直径0.35m,深さ0.30加であ

る。桁行の中央の柱穴の周辺に不規則な溝状の凹みが存在する。南東側の大半を28号住居跡（

SB28)によって削り取られている。遺物はP2内より弥生土器片が数片出土した。

27b号建物跡(SB27b)は27a号建物跡の北東に接する同様な建物跡で，柱間はP4～P

6で2.20m, P5～P6で1.50"とする。柱穴規模はP4．5で直径0.50"z,深さ0.70m,

P6で直径0.2077z,深さ0.20mである。削平面に不整形の浅い凹みが存在する。遺物は削平面

上及びP5内から弥生土器，敲石等が出土した。

27c号建物跡(SB27c)は，前述の建物跡の壁体に添って細長く残った削平面で，壁体に

添って不明瞭な溝，小規模ピット等が存在する。 この削平面に対応する柱穴が検出できなかっ

たことから， この遺構は単独の建物跡とするより，通路等の遺構の残存したものかあるいは，

27b号建物跡(SB27b)に伴う削平面である可能性も考えられるが，調査では判然としなか

った。遺椛相互の新旧関係は, 27a号建物跡(SB27a)→27b号建物跡(SB27b),27c

号建物跡(SB27c)→28号住居跡(SB28)である。

28号住居跡(SB28) (第7図・図版8)

27a号住居跡(SB27a)の削平面の南東側を大きく削込んだ円形竪穴式住居跡で，直径4.

50"，亜高0.80mである。床而の斜面側の大半は貼床で，調査時にはほとんど流出していた。

床面には壁体溝は存在せず，柱穴も明確なものはない。流出した貼床部分に柱穴が存在したと

すれば痕跡状に残るピットを

一方の主柱穴として二本柱の

上屋構造が考えられる。遺物

は床面からは極めて少なく中

央付近から弥生土器の壷形土

器片が一点出土した。

29号土城(SK29)(第7図）

28号住居跡(SB28)の流

出した貼床部分から検出され

た長方形土職である。やはり

斜面側が流出しており現存長

0.9m,幅1.0"z,壁高0.3〃で

ある。遺物は埋土及び底面付

近から弥生土器片が数十片出

土しており， 28号住居跡(S

B28)の付属施設かと考えら

れる。
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31号不明遺跡(SX31)

調査区東端の谷部に貼床状に盛土整形した平坦面で，東側は調査区外につづいている。床面

には何ら施設はなく，床面上の遺物も少ない。 この遺構を形成する盛土は硬くよくしまってお

り，弥生土器片を含む。遺構の性格は不明であるが，付近に完形の土器を並べた37．38号土器

溜(SX37･38)が存在するところから， これらとの関係を考えた場合， この遺構は何らかの

集落祭祀にかかわるものではないかと考えられる。
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32号住居跡(SB32) (第7図・図版11a)

27b号建物跡(SB27b)の削平面の北側のつづき部分で，弧状の壁体溝の痕跡と柱穴(P

7）を検出した。床面の大半は斜面に盛土した貼床で，遺存状態は悪く規模等は明確にできな

い。検出した柱穴は1本であるが，規模は大きく直径0.55”,深さ0.60岬である。埋土に円礫，

弥生土器を含んでおり， これらは柱の抜き取り後に投げ込まれた状態で出土した。

33号土職(SK33) (第8図・図版6a)

32号住居跡(SB32)に北接する皿状の浅し､土壌で，直径2.40m,深さ0.60"zである。底面

から0.10～0.15m浮いた状態で弥生土器，礫等が出土した。 32号住居跡(SB32)の床面を削

り込んでつくられており， これよりは時期的に新しい。土器が底面より浮いて出土しており，

底面も凹凸があるところから， 自然が形成した凹地である可能性もある。
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36号土鑛(SK36) (第9図・図版10b)

調査区の裾部で検出した土域で，遺構の中では最も低い地点に位置する。 このため遺構は，

地山ではなく黄褐色の二次堆積土中に掘り込まれており,平面プランでは検出できず,最終的に

は深掘りのトレンチ（1 トレンチ）の断面で確認した。完掘後の平面プランは不整形の円形の

土曠となるようで，斜面側の掘方は不明瞭で検出できなかった。 しかし，遺物の出土状況から

斜面側でも壁が立上がることが確認された。規模は直径約2.7～3.5柳，深さ0.3"zである。底

面から0.05～0.10”浮いた状態で，弥生土器片が多数出土した。出土状況から， これらは使用

の同時性が考えられる一括資料としてよいだろう。 また，土城の東端に存在する人頭大の角礫

は砥石として据えられたものである。 このことからこの土蛎は，何らかの作業場的性格をもつ

ものと考えられるが，他に具体的用途を示す遺物が出土しておらずどのような作業がこの土曠

内で行なわれたかは推定できない。土器類は土猫の廃絶後に投棄されたものである。

37号土器溜(SX37) (第10図・図版12b)31号不明遺構の北東上手に存在する二つの土器溜

の一方で，甕形土器4個体，鉢

形土器1個体が据置かれた状態

で出土した。土器類はすべて日

常容器で，体部に煤が付着する

ものが多い。しかし，完形で出

土した翌形土器の体部下半に人

為的な穿孔がみられることなど

から，集落祭祀に関わる供献土

器群と考えられる。

38号土器溜(SX38) (第11

図・図版12a)37号土器溜(S

X37)の東側約2.0畑の斜面に

存在する同様の土器溜である。

しかし，土器の内容は異なり，

この土器溜では大型丹塗壷形土

器を含む壷形土器が2個体，翌

形土器1個体である。出土状態

では壷形土器片が広範囲に飛散

し，故意に打割られたことが考

えられる。
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第10図 37号土器溜(SX37)実測図(1/25)

（灰色は石，番号は遺物番号と一致する）
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2． 弥生時代の遺物

a・ 土 器

22号建物跡(SB22) (第12図1～5)

壷形土器（1）口縁部は折曲げて内傾して立上がり，外表に3条の凹線文を施す。頚部は太

くゆるやかに外反して・外面にへうによる「ノ」の字状文がめぐる。調整はナデを基本とし，

口径17.3”・

翌形土器（2．3）ともに胴部最大径が上半にあるタイプの甕形土器である。 2は直立ぎみ

の口縁部外表に2条の鈍い凹線文を施し，胴部最大径付近に板状工具の刺突による左回りの「

ノ」の字状文がめく・る。内面へラケズリは胴部上半まではとどかない。口径13.2”。 3も形態

的に同様であるが， 2より胴の張りが弱く， 口縁端部が尖りぎみとなり外表に3条の鈍い凹線

文を施す。内面へラケズリは頚部に及び，外面胴部上半にはナデの下に細い平行タタキの痕跡

がのこる。口径13.7”，器高27.6”，胴部最大径21.7”，底径5.6”･

高杯形土器（4．5） 4は口縁部に平坦面をもつ杯部で， 口縁部はゆるやかに外反し，やや拡

張された平坦面には凹線文はない。杯部内底面は円盤充填手法をとり， 口径21.6”。 5は円盤

充填手法をとる杯部内底面及び脚柱部で，脚柱部内面はヘラケズリ，外面はヘラミガキとする

小型の高杯形土器と考えられる。

23号住居跡(SB23) (第12図6～8)

翌形土器（6．7）ともに小型の翌形土器で， 口縁部は直立ぎみに上方に拡張し， 7では外

表に3条の不明瞭な凹線文を施す。内面ヘラケズリはともに胴部上半中位まで及ぶ。口径9．8

”（6） ， 8.5”（7） 。

底部（8）小型の壷または鉢形土器の底部と思われ，外面はヘラミガキ，内面はヘラケズリ

とする。底径5.8”の薄手のものである。

24号住居跡(SB24) (第12図9･10)

壷形土器（9）口縁部がラッパ状に大きく外反し，屈曲する頚部に球形の胴部が接続すると

思われる。頚部屈曲部には，成形時に低い突帯をつくりだし， その周辺を帯状に赤色顔料で彩

色している。口縁部及び頚部は細かいハケ目及びナデ調整を基本とし,胴部外面はヘラミガキ，

内面はヘラケズリとする。口径18.5”・

器台形土器（10）口縁部はやや内傾して上下に拡張し口縁帯を形成し，外表に3条の鈍い凹

線文状の凹凸がめぐる。内外面ともナデを基本とするが，受け部外面はヘラケズリののちへラ

ミガキとする。口径26.0鰯。

25号住居跡(SB25)上層土器群（第13図11～14)

壷形土器（11．12） 11は口縁部が直立して立上がり，外表に2条の鈍い凹線文状の凹凸がめ

く・る。頚部はゆるやかに外反して胴部につづき，内外面ともナデを基本とする。口径15.5”。

-13-



12はやや内傾ぎみに立上がる口緑部に，ゆるやかに外反する頚部がつづく。頚部中央にへう

による「ノ」の字状文がめく．り，内外面ともナデを基本とする。

甕形土器（13）口縁部がほぼ直立して立上がり，外表には鈍い凹凸がある。胴部はやや球形

に張り出し，外面胴部下半はヘラミガキ，上半は幅広のハケ目をのこす。内面へラケズリは，

胴部上半まで及ぶ。口径13.3”。

鉢形土器（14）口縁部がやや内傾して立上がり，外表に5条の鈍い凹線文状の凹凸がめく・る。

頚部は深く湾曲し，胴部は鋭く屈曲して稜をもつ。胴部下半内面は横方向のヘラケズリ，外面

は横方向のハケ目のあと粗いヘラミガキとし，他はナデを基本とする。口径47.0cM｡

25号住居跡(SB25) (第13図15)

鉢形土器（15）口縁部が「<」の字状に屈曲して開く単純口緑をなし，胴部はゆるく内湾す

る。胴部内面はヘラケズリ，外面はヘラミガキとし，他はナデを基本とする。口径19.3”o

27b号建物跡(SB27b) (第13図17～21)

壷形土器（17）口縁部が内傾ぎみに立上がり，外表に3条の凹線文を施す。頚部は大きく湾

曲して，胴部につづくようである。口径18.8”・

翌形土器（18）口縁部は内傾ぎみに立上がり，外表に1条の凹線文を施す。頚部は口縁部か

ら強く屈曲してl111部につづく。胴部外面にハケ目をのこし，内面へラケズリは上半まで及ぶ。

他はナデを韮本とする。口径11.9”･

高杯形土器（19）口縁部が直立して，上面に平坦面を形成する。平坦面は中央がやや凹むが

凹線文はない。杯部の器壁は厚く，やや深い器形となるようである。

鉢形土器（21）口縁部が内傾して立上がり，外表に4条の凹線文を施す。口縁，頚部とも折

り曲げて強く屈曲させて，胴部上半につづき，胴部中位で屈曲して稜をもつタイプの鉢形土器

と思われる。調整はナデを基本とする。口径34.7”。

底部（20）翌形土器の底部と思われ，外面へラミガキ，内面へラケズリとする。底部側面の

底面付近はヘラミガキがナデ消されている。底径7.0”。

28号住居跡(SB28) (第13図16)

壷形土器（16）口縁部が直立ぎゑに立上がり，外表にわずかな凹凸がめく．る。頚部はゆるや

かに内湾して胴部につづき，頚部下半外面に板状工具による「ノ」の字状文がめく．る。器面は

風化して調整は不明である。口径11.6”。

32号住居跡(SB32)P7 (第14図22～25)

壷形土器（22）口縁部は貼付けて直立させ，外表に3条の凹線文を施す。口径15.2”・

甕形土器（23. 24）23は口縁部が直立ぎふに立上がり，外表に2条の細い凹線文を施す。頚

部はやや強く屈曲して，胴部は張らない。内面へラケズリは頚部まで及ぶ。口径15,2”。24は

口縁部が直立して，外表は無文。頚部の屈曲はゆるく，胴部は張らない。器面は風化して調整

は不明である。口径11.3”。
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鉢形土器（25）口縁部がやや内傾して立上がり，頚部が強く屈曲して胴部に稜をもって算盤

玉状を呈する。口縁部外表に鈍い凹線文を1条施す。内面へラケズリは胴部屈曲部までで外面

はヘラミガキとする。口径23.9”。

33号土嫡(SK33) (第14図26～28)

壷形土器（26）口縁部が短かく開き，端部はややつま承上げて跳上げ口縁状を呈する。頚部

は直立するが，ゆるやかに開いて胴部につづく。内外面ともハケ目の痕跡をのこすナデ調整と

し， 口頚部の境に成形時の指頭圧痕をのこす。口径15.5”･

甕形土器（27．28）口縁部が直立して，外表に鈍い2条の凹線文を施す。胴部は球形張り出

し，内面へラケズリは頚部直下まで及ぶ。胴部外面下半はヘラミガキとし，部分的に煤が付着

する。口径12.1“。28は翌形土器の底部で，焼成前の穿孔をもつ。

36号土城(SK36) (第14図29～37)

壷形土器（29）口縁部が内傾して立上がり，外表に2条の鈍い凹線文状の凹凸がめく．る。頚

部は短かく 「U」字状に湾曲し，胴部は大きく張り出す。調整はナデを基本とし，内面へラケ

ズリは胴部上半まで及ばないようである。口径13.2”・

翌形土器（30）口縁部がやや外反ぎゑに直立し，外表に太い凹線文状の凹承が1条めく・る。

頚部は大きく湾曲して，すんなりした胴部につづく。内面へラケズリは胴部上半中位まで及び

他はナデを基本とする。口径11.9”･

鉢形土器（31．32）31は口縁部が短かく開く単純口縁をなし，頚部はゆるやかに「く」の字

状に湾曲する。内面へラケズリは頚部まで及び，他はナデとする。胎土に赤色土粒を含承他の

土器とやや異なる。口径20.4”。 32は口縁部を上下に拡張して，外表に3条の凹線文を施す。

頚部外面はやや強く湾曲して胴部中位でゆるやかなふぐら承をもつ。内面はヘラミガキとし，

他はナデとする。口径23.8”・

高杯形土器（33～35）33．34は屈曲部をもつ杯部で， 33は強く屈曲して口縁部は大きく開き

内面に凹線文の名残りをとどめる。杯部下半は内外ともヘラミガキとし，他はナデとする。口

径22.0”。 34は外面の承屈曲して口縁部は短かく開き， 口縁部の器壁は厚い。内面下半はヘラ

ミガキとするが，他は風化して不明である。口径16.6c加。 35は脚裾部で，端部を若干上方へ拡

張して,外表に鈍い1条の凹線文を施す。内面はヘラケズリ，外面はラフなヘラミガキとする。

底径12.0”･

底部（36．37） ともに翌形土器の底部と思われるもので， 内面へラケズリ，外面へラミガキ

とする。36は若干外方に張り出し， 37はやや上げ底ぎゑとなる。

37号土器溜(SX37) (第15図38～42)

甕形土器（38～41）38は口縁部が直立して,外表に太い凹線文状の凹承がめく・る｡頚部は「く」

の字状に屈曲し，卵型の胴部につづく。底部は丸承を帯びた小さな平底を呈する。内面へラケ

ズリは頚部直下まで及び，胴部外面下半はヘラミガキ，上半はハケ目をのこす。胴部中位に幅
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5～6”の帯状に煤が付着する。口径11.1”，器高22.1”。 39は口縁部が外傾して立上がり，

外表は無文。頚部はゆるやかに湾曲して短かい胴部につづき，底部はやや張り出しぎゑの小さ

な平底がつく。内面へラケズリは胴部上半まで及び，胴部上半～頚部に指頭圧痕をのこす。胴

部外面下半はヘラミガキとし，他はナデとする。器壁は厚いが，器面は二次的な熱を受けて剥

落しており，土器自体も脆い。暗褐色を呈し，胎土に赤色土粒を含む。口径10.3”・器高15.4

”。 40は完形で出土したもので,口縁部は直立して,外表に鈍い3条の凹線文を施す。頚部はゆ

るやかに湾曲して，胴部はやや肩が張りぎゑとなり，底部は不明瞭な張り出しぎゑの小さな平

底がつく。胴部下半に長方形状を呈する焼成後の穿孔がある，内面へラケズリは頚部まで及び，

胴部外面下半はヘラミガキ，上半にはハケ目をのこすが他はナデである。 口径11.3”，器高18

．9”。 41は口縁部が直立して，外表は無文。頚部はゆるやかに外反して胴部はよく張る。内面

へラケズリは蜘部まで及び，外面は全面に幅広のハケ目をのこす。胴部中位に幅4～5”の帯

状に煤が付着する。口径15.3”・

鉢形土器（42）口縁部はやや内傾して立上がり,外表は無文｡頚部は「<」の字状に屈曲して

胴部は丸く張り出す。底部はやや大きめの平底がつく。内面へラケズリは頚部まで及ぶが，底

部付近は成形II＃の補修のためか部分的にヘラミガキを施す。胴部及び底部外面は丁寧なヘラミ

ガキとし，他はナデとする。口径17.1”，器高約15.0”。

38号土器溜(SX38) (第16図43～45)

壺形土器（43．44）43は丹塗りを施す大型壺形土器で， 口縁部と頚部は接合しないが頚部破

片に透かしがないことや下端に「ノ」の字状列点文を配するところから器台形土器ではなく壷

形土器と考えられる。口縁部はやや強く外反して大きく開き，端部は直立して上方へ大きく拡

張し下方へも張り出す。外表に12条の凹線文を密に施した後，鋭い工具で鋸歯文を2帯めく・ら

す。頚部はよくしまって，外面に凹線文を密に施し，下端に｢ノ」の字状列点文をめぐらす。胴

部はやや強く屈曲して大きく張り出すと考えられるが，胴部の破片は1片も出土していない。

調整はナデを韮本とするが， 口縁外反部の外面に細かいハケ目痕をのこす。頚部内面は風化し

て不明であるが，他は全面に丹塗りを施す。胎土に黒色の角閃石と考えられる砂粒を含承，全

面に暗茶褐色を呈する。明らかに備後産の土器と胎土を異にする。口径28.3”。44は口縁部が

やや内傾して立上がり，外表に鈍い凹線文状の凹承を2条めく‐らす。頚部はよくしまり，中央

部に不明膝なへラ描き「ノ」の字状文をめく．らせ，胴部との境に鈍し､凹線文を1条めく~らす。

胴部は球形によく張り出す。内面へラケズリは頚部直下まで及び,胴部外面下半はヘラミガキ，

上半はハケ痕をのこすナデとする。口径13.4”・

甕形土器（45）口縁部がやや内傾して立上がり，外表に不規則な凹凸がめく・る。胴部は中央

部でやや角ばって，不明瞭な小さな底部がつく。内側へラケズリは頚部直下まで及び，胴部外

面下半はヘラミガキ，他は丁寧なナデとする。内底面に成形時の指頭圧痕をのこし，外底面も
丁寧なヘラミガキを施す。口径12.9”。
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C－2区土器群1 （第17図46～53）

壷形土器（46）口縁部が直立して，外表上端に不明瞭な凹線文状の凹承がめく・る。頚部には

板状工具の刺突による綾杉状の文様をめく．らせ，胴部との境に凹線文を1条施す。内外面とも

ナデを基本とし， 口径13.8”･

甕形土器（47～50）47は口縁部が直立して，外表上端に鈍い凹線文がめく．り，下端もアクセ

ントをもって張り出しぎゑとなる。胴部はよく張り出し，内面へラケズリは胴部上半まで及

ぶ。頚部内面に指頚圧痕をのこして，他はナデとする。口径11.3”。 48は口縁部が直立し，外

表無文。内面にナデによる凹線文状の凹承がめく．る。全面にナデとし， 口径12.8”。49は口

縁部が直立して、外表に不規則な凹線文状の凹凸がある。頚部はゆるやかに湾曲して，胴部

はほとんど張り出さない。内面へラケズリは頚部直下まで及び,他はナデとする。口径16.5”。

50は口縁部が直立して，上端が外反ぎゑとなり，外表に3条の凹線文をめぐらす。胴部はよく

張り出し，内面へラケズリは胴部上半中位まで及ぶ，胴部外面下半をヘラミガキとし， この部

分に煤が付着する。その他の部分はナデとし， 口径12.3”・

鉢形土器（51～53）51は口縁部が直立し，外表に鈍い凹線文3条がめく．る。胴部は上半で稜

をもって屈曲する。内面へラケズリは胴部屈曲部までで，胴部外面はヘラミガキとする。口径

19.2噸。52は口縁部が直立し，外表に鈍い凹凸がめく・る。胴部は上半で稜をもって屈曲し，製

作手法は51と同様である。口径17.8”。 53は手づくねの鉢形土器で,外面に指頭圧痕をのこし，

全体をナデ調整している。口縁部が歪んでいるが， 口径7.8”，器高4.3”o

C－3区土器群1 （第17図54.55）

壺形土器（54）口縁部が尖りぎふに直立し，端部に弱いアクセントがつくが，外表無文。頚

部は太く，外表に板状工具の刺突による綾杉状文がめく．る。胴部は球形に張り出し，外面は丁

寧なヘラミガキ，内面へラケズリは頚部まで及ぶ。口径16.4”・

鉢形土器（55）口縁部が直立して，外表に鈍い3条の凹線文を施す。胴部外面にヘラケズリ

ののちへラミガキを施し，内面は丁寧なヘラミガキとする。口径18.5”o

C－3区土器群2 （第18図56～59）

壷形土器（56～58） 56は口縁部をつま承上げて内傾させて拡張し，外表無文。頚部は短かく

胴部は球形に張り出す。胴部外面下半は細かいヘラミガキ，上半はハケ目の痕跡をのこして，

横方向の太いヘラミガキとする。内面へラケズリは頚部まで及び，縦横に細いケズリ痕がはし

る。胎土に赤色土粒を含承，器壁は厚い。口径14.6”。 57は口縁端部を内傾させてわずかに拡

張し，外表に鈍い2条の凹線文を施す。頚部は短かく胴部は球形に張り出すようである。内面

へラケズリは頚部まで及ぶ。口径12.6”。 58は口縁部が短かく開き，端部はほとんど拡張しな

い。頚部は直立して胴部は球形に張り出す。頚胴部の境に棒状工具の刺突による列点文をめぐ

らす。外面は， ロ縁部を除いてヘラミガキとし，内面は指頭圧痕を多くのこす無調整である。

胴部下半にわずかにハケ痕が観察される。口径16.5”，胴部最大径22.6蛾。
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翌形土器（59）口縁部が内傾ぎ承に立上がり，外表に太く鈍い凹線文を2条施す。頚部はゆ

るやかに湾曲して，胴部は球形に張り出す。内面へラケズリは頚部まで及び，外面胴部下半は

ヘラミガキ，上半はハケ目をのこす。胴部下半に煤が付着する。口径17.5”o

D－5区土器群1 （第18図60～62)

壷形土器（60）口縁部が短かく開き,端部は内傾して上下に拡張して,外表に2条の凹線文を

施す。頚部は直立して胴部は大きく張り出す。内面へラケズリは胴部上半までは及ばず，外面

はヘラミガキとする。口径14.7”･

鉢形土器（61．62）61は外傾ぎ承に立上がり，外表に鈍い2条の凹線文を施す。胴部中位で

稜をホって屈曲し，内面へラケズリは胴部上半まで及ぶ。外面胴部下半はヘラミガキとし，他

はナデとする。口径20.2”。62は同形態の鉢形土器の底部である。

C－4区土器群1 （第19図63～68）

壺形土器（67）口縁部が直立して，外表に2条の凹線を施す。頚部も直立ぎぷとなるよ'で

ある。口径14.3”・

甕形土器（63.64.68）63は口縁部が直立して，外表に明瞭な3条の凹線文を施す。頚部はや

や強く凧IMIしてllli部は球形に張り出す。内面はハケ目を明瞭にのこし，外面もハケ痕をのこす

ナデとする。口径16.0”。64は口縁部を内傾して上下に拡張し，外表に明瞭な2条の凹線文を

施す。頚部は強く屈曲して胴部につづき，胴部上半でゆるやかに屈曲して肩のやや張った胴部

を形成する。胴部上半にはへう状工具による「ノ」の字状の列点文がめく・る。内面へラケズリ

は胴部下半までで，上半は指頭圧痕をのこすナデとする。外面は胴部下半をヘラミガキ，上半

はハケ目を明瞭にのこす。口径13.3”，胴部最大径20.Ocw｡ 68も同形態の翌形土器で口縁部外

表に明瞭な3条の凹線文を施し，頚部の屈曲がやや鋭い。

鉢形土器（65. 66）65は口縁部が内湾する小型の鉢形土器で，形態的に高杯形土器となるも

のかもしれない。全面ナデ調整とし，内面に指頭圧痕をのこす。口径15.3”。66は口縁端部を

内側に拡張して平坦面を形成し,5条の細い凹線文を施す｡口縁部と体部の境に屈曲部をもち，

やや深めの鉢形土器である。体部外面はヘラミガキとする。口径23.4噸･

C－4区土器群2 （第19図69. 70）

翌形土器（69.70）69は口縁部が直立し,外表中央に不明瞭な太い1条の凹線文を施す。頚部

の屈曲はゆるやかであるが，胴部上半にアクセントがありやや肩の張った器形を呈する。底部

はややふくらぶぎゑの小さな平底がつく。内面へラケズリは胴部上半まで及び，器壁は極めて

薄い。胴部外面下半はヘラミガキとし，他はナデとする。口径14.5”，器高（推定） 24.8”。

70は口縁部がやや内傾ぎ承に直立し，外表に4条の凹線文を施す。頚部は大きくくびれて，胴

部は球形に張り出す。底部は小さな平底であるが明瞭な底部を形成し，胴部下半には楕円形の

焼成後の穿孔が存在する。祭祀用に転用されたものと考えられる。内面へラケズリは頚部直下

まで及び，胴部外面下半はヘラミガキとする。口径9.3”，器高12.4”。
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各区包含層

壷形土器（第20図，第21図87～91）

A類（71．72）いわゆる短頸壺として分類できるもので，頚部が太く短かく， 口縁端部は若

干上下に拡張する。口縁部外表に凹線文を施し， 72では部分的にへう状工具による不規則な刺

突文を施す。調整はハケ及びナデとする。口径19.2”（71） ， 18.0”（72） 。

B類（73～77）口縁部が大きく外反して開くもので，端部の拡張はやや内傾して上下に拡張

するが，あまり大きくない。外表に凹線文及び竹管刺突文，へラ刺突文等の文様を施すものが

多い。77は形態的に器台形土器となる可能性がある。調整はナデがほとんどであるが， 73のみ

内面をヘラミガキとする。口径18.OcM(75),25.4cw(76),19.1cM(77) 。

C類（78～80）口縁部の開きが小さく，頚部が直立ぎゑとなるもので，端部の拡張は小さ

く，外表に不明瞭な凹線文を施す。直立する頚部にへう及び板状工具による「ノ」の字状文を

めぐらす。79では頚胴部の境に太い凹線文を1条施す。調整はハケ及びナデとする。口径16.0

”（78） ， 14.3”（79） ， 17.2”（80） 。

D類（81～83）口縁部がゆるやかに外反し，頚部も外反して胴部につづくもので，端部の拡

張も小さく，外表に不明瞭な凹線文状のものを施す。外反する頚部に明瞭な凹線文や板状工具

による「ノ」の字状刺突文をめく．らす。内面へラケズリは83では頚部直下まで及ぶ。調整はハ

ケ痕を外面によくのこし，他はナデとする。口径20.7”（81） ，18.2”（82） ， 18.7”（83） 。

E類（84～86）口縁部の開きは小さいが,端部を直立させて大きく拡張するもので,外表に凹

線文が密に施されるもの(84)やゆるやかな凹凸の承のもの（85～86）がある。 84では下端に爪

形文を部分的に施し，頚部にも2条の凹線文と板状工具による「ノ」の字状刺突文を綾杉状に

めく・らす。調整は内外面ともナデとする。口径17.8”（84） ， 17.6”（85） ， 19.8”（86） 。

F類（87）単純口縁を有する小型のミニチュア土器で1点の象である。外反して開く口縁部

に鈍い稜をもつ算盤玉状の胴部がつき，底部は不明瞭な小さな平底である。外面はヘラミガキ

を丁寧に施し，内面は指頭圧痕をのこすナデとする。口径5.5”，器高6.9”。

G類（88. 89）口縁部が二重口縁をなし，短い頚部に稜をもって屈曲する算盤玉状の胴部が

つくもので，量的には少ない。口縁部外表に鈍い凹線文状のものを施し，胴部屈曲部には明瞭

な凹線文を施す。内面へラケズリは胴部下半の教で，外面はヘラミガキを基本とし，他はナデ

とする。口径7.7”（88） ， 9.9蛾（89） 。

H類（90）口縁部の開きが小さく,端部を垂直に上下に拡張して,外表に明瞭な凹線文を施す

もので，頚部はゆるやかに外反して胴部につづく。淡茶灰色を呈し，胎土も他のものとやや異

なり，形態的にも備後産のものではなく，山陰地方にその出自が認められる形態のものである。

直接には中国山地内からもたらされたものと考えられる。口径17.4”・

I類（91）ロ縁部形態は不明であるが，薄く短かい頚部に球形に張り出す胴部がつくもので

胴部上半内面に輪積玖の痕跡を明瞭にのこし，下半はヘラケズリとする。
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翌形土器（第21図92～97，第22図98～103）

A類（92～95）口縁端部の拡張が小さなもので，外表に凹線文を施すA1類と無文のA2とに

細分される。

A1類(92～94)口縁端部を上下に拡張するもの(92) と上方にの承拡張するもの(93．94)

とがある。 この二者は，頚部の屈曲及び調整手法が異なる。前者では頚部の屈曲はゆるやかで

あるが，後者は稜をもって屈曲する。調整手法では前者は内面へラケズリが頚部直下に及び，

外面はヘラミガキとするのに対して，後者は内面へラケズリが胴部上半まで及ばず，外面も93

では粗いタタキ痕をのこし， 94はﾉ､ケ痕をのこす。口径17.0”（92)， 14.4”（93)， 14.5”

（94） 。

A2類(95)口縁端部はわずかに上方に拡張するが外表無文のもので，頚部はゆるやかに湾

曲し，胴部もゆるやかに張り出す。底部は安定した平底がつく。内面へラケズリは頚部直下ま

で及び，外面も頚部直下まで丁寧なヘラミガキとする。調整手法はA1類の92と同様である。

外面は口縁部まで煤が付論している。口径12.2”，器高20.7"。

B類（96～103)口縁端部を上方へ大きく拡張したもので，外表に凹線文を施すB1類と無文

のB2類に細分される。

B1類(%～98)口縁端部を直立して大きく拡張し，外表に凹線文を施す。凹線文はA1類ほ

ど明瞭ではなく，太く鈍い。内面へラケズリは胴部中位までのもの（96）と胴部上半に及ぶも

の（97．98）がある。外面はヘラミガキとハケ痕をのこすものがある。 96の胴部外面中央に

0.85cM×0.42"の籾圧痕がのこる。口径12.1cM(96), 12.4"(97), 10.1 (98) 。

B2類(99～103)口縁部外表無文のものである。個別的には痕跡ののこるものもあるが，総

じてナデのゑである。口縁部は直立して，頚部はゆるやかに湾曲して現形の胴部がつく。形態

的にはほぼ同一の特徴を有するが，内面へラケズリは，頚部直下に及ぶもの(99･100･102)と

胴部上半までのもの（101）丁寧にナデ消しているもの（103）等の違いがある。外面調整では

ハケ痕をのこすものが多く，ヘラミガキを丁寧に施すものが少なく,A類とやや異なる。口径

11.0cM(99),14.3"(100),12.2cM(102),13.3"(103)。

鉢形土器（第22図104～108,第23図，第24図120～124)

A類（104～111）口縁部が二重口縁とならないもので，形態的にさらに4類に細分できる。

A1類(104.105)口縁端部を横方向に拡張するもので，端面に2条の凹線文をめく・らす。

口縁部と体部の境で屈曲し段をもつ。口縁部内外面をナデとし体部はヘラミガキとする。

口径20.9”（104） ， 19.6”（105） 。

A2類(106～108)口縁端部を拡張せず， 口縁部は「<」の字状に屈曲させただけのもので，

外表に鈍い凹線文をめぐらす。他の特徴はA1類と同様であるが,体部外面のヘラミガキの方向

が横方向のものが多い。口径17.8”（106)， 18.0”（107)， 19.3”（108） 。

A3類(109.110)A2類の凹線文が消えたものであるが, 109のようなやや大型のものが存在
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し，小型の110では口縁部が内湾せず，外反してくる。 口径36.1cw(109) , 17.4cM(110) ｡

A4類(111)口縁端部は拡張せず， 口縁部と体部の境の屈曲部もないもので,口縁部付近は，

痕跡的にナデてやや内湾させている。体部内外面はヘラミガキとし，やや丸味を帯びた底部も

ヘラミガキを施す。口径14.4”，器高9.0"。

B類（112～124）口縁端部が屈曲して拡張し，二重口縁となるもので， 口縁及び体部の形態

から4類に細分される。

B1類(112～114. 118)口縁端部の拡張が小さく，屈曲部をもつ体部は算盤玉状を呈するも

ので口縁部外表や体部屈曲部に凹線文を施すもの（112～114）や体部屈曲部に板状工具による

｢ノ」の字状刺突文を施すものがある。内面へラケズリは体部下半までで，外面はヘラミガキ，

ハケ痕をのこすナデとする。口径15.2”（112)， 16． 6”（113)， 21． 3”（114)， 18． 7”

（118） 。

B2類(115～117)口縁端部を上方へ大きく拡張し，休部はB1類同様算盤玉状に屈曲部をも

つもので,115のように大型のものも存在する。体部の屈曲部付近には凹線文その他の文様はな

く， 口縁部外表には凹線文を施すもの（117）と不明瞭な凹凸がめぐるだけのもの（115.116）

がある。内面へラケズリは頚部直下まで及ぶもの（116）をはじめ概して体部上半に及ぶもの

が多い。外面のヘラミガキはB1類に比べて雑になる。 口径33.6cM(115), 17.3"(116),

25.2”（117） 。

B3類(119～123)口縁端部を上方へ小さく拡張し，体部に屈曲部をもたないもので,小型で

翌形土器に近い形態をとるもの（121, 122）もある。口縁部外表には凹線文はなくすべて無文

である。 内面へラケズリは頚部直下まで及ぶものがほとんどで，外面へラミガキはB2類より

一層雑になる。口径18.3"(119) , 28.0"(120) , 11.6cM (121) , 10.4cM(122) ,器高11

.1cM(121),11.8cM(122) 。

B4類(124)口縁部にアクセントをもつミニチュア土器で，外面はヘラミガ･II-とし他は指頭

圧痕をのこすナデとする。口径4.5”，器高5.2”・

高杯形土器杯部（第24図125～136）

A類（125～129）口径15”以下の小型のもので，形態的に2類に細分される。

A1類(125.126)口縁端部を横方向に拡張するもので，鉢形土器A1類と共通する。口縁部

外表には凹線文は施されず，杯部底面とは外方へ張り出す屈曲部で接続する。 口縁部はナデ，

杯部底面はヘラミガキを基本とする。口径14,2cM(125),13.6cw(126) 。

A2類(127～129)ロ縁端部を拡張せず， 口縁部が外反して開くもので， 口縁部外表無文の

もの（127.128）と凹線文を施すもの（129）とがある。杯部底面は円盤充填による。他の特徴

はA1類と同様である。口径11.1cM(127),12.5"(128),13.OcM(129) 。

B類(130～136)口径20"以上の大型のもので，形態的に3類に細分される。

B1類(130～132)口縁端部がほとんど拡張せず，端面及び外表に凹線文が存在しないもの
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で，外表に若干段がつく。口縁部と杯部底面との接続部が外方へ張り出すものと， あまり張り

出さないものがある。形態的にはA1類に類似する。 口縁部はナデ，杯部底面はヘラミガキを

基本とする。口径20.6”（130） ， 23.8”（131） ， 21.3”（132） 。

B2類(133,134)口縁端部が横方向へ拡張し，端面に凹線文を施すもので， 口縁部の立上が

りが内湾ぎふのもの（133）と外反ぎゑに端面を大きく拡張するもの（134）がある。調整は他

のものと同様であるが，ヘラミガキが丁寧である。口径25.8”（133） ， 23.7”（134） 。

B3類(135,136)口縁部が屈曲部から大きく外反して開くもので， 口縁部端面に痕跡的な不

明瞭な凹線文を施す。口縁部の開きの大きなもの（136）と小さなもの（135）があり，前者で

は口縁部端面の凹線文は一層痕跡的となる。口径22.5”（135） ， 23.4”（136） 。

高杯形土器脚部（第25図137～141）

A類（137）脚部に櫛描による文様を施すもので,脚端部を上方に拡張し，端面に不明瞭な凹

線文3条を施す。櫛描文は6条単位で5帯めく・らせ，最下部で縦に放射状に12帯施す。脚裾部

上部には2個1対の穿孔を5対等間隔でめく・らせる。内面へラケズリ，外面へラミガキとする。

B類（138, 139）脚部に凹線文による文様を施すもので，脚端部は下方へ拡張し，端面に不

明瞭な凹線文を施す。 139では脚裾部に4対の大きな穿孔をもち， 凹線文帯の上方に板状工具

の刺突による綾杉文を2帯めく・らす。内面へラケズリ ，外面ナデとする。

C類（140～141）脚部無文で小型のもので,脚端部が下方へ拡張するもの（140）としないも

の（141）がある。 140では内面へラケズリは，裾部のみで他は成形時のしぼり痕をのこす無調

整である。 141では,内面は成形時のしぼり痕やしわをそのままのこし，外面はヘラミガキとす

る。器壁厚く，手づくね土器のようである。内底面は円盤充填によって成形している。

器台形土器（第25図142～144）

A類（142）脚端部が平坦で柱状部の太いもので，外面に太い凹線文を密に施す。内外面は

ナデとする。

B類（143）脚端部を斜上方に拡張し，端部外表に3条の凹線文を施す。柱状部の外面には

間隔をおいて明瞭な凹線文を施す。 また，透孔は四方に円形のものを2段に穿孔している。外

面はハケ痕をのこすナデとし，内面はヘラミガキとする。

C類（144）脚端部が大きく開いて拡張しないもので，低脚の高杯形土器の可能性もある。

調整は風化著しく不明である。胎土に赤色土粒を含教器壁も薄く，他のものとはやや異った趣

をもつ。

b,鉄器

23号住居跡(SB23) (第26図145)
かえウ わに<ウ

鎌（145）やや内湾する長い逆刺をもつ腸挟長三角形式ともいうべき特異な鉄鍼で,鍍身の中

央に幅0.5～0.6",長さ4.5～4.8"の箆竹の木質がのこる。鐡身自体は箆竹装着部分の両面が

凹んでおり，断面は中央が薄くなる。箆竹を固定する紐通孔は錆に覆われて不明である。鑛身
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の片面に集中して植物繊維状のものが付着しており， これらは住居跡床面に敷かれていた草木

類と思われる。長さ10.00”，幅3.25”・重量20.21 （現状） 。

包含層（第26図146～148）

ノミ （146）断面矩形を呈する柱状片刃の鉄ノミで， 刃部は使用によるものか丸くなってい

る。長さ7.90”，幅0.95",刃部幅0.75",重量27.51 (現状） 。
D C

刀子（147）断面では背部も丸味を帯びた片関の鉄刀子で， 刃部は薄く鋭い。茎部は短かく

幅が広い。目釘孔は錆に覆われて不明。刀身が折れて廃棄されたものと考えられる。全長7.60

c加（現存） ，幅1.70”（刃部） ， 1.40”（茎部） ，重量14.51 （現状） 。

刀（148）刀の茎部の破片と思われるものであるが,目釘孔は確認できない。長さ6.20”（現

存） ，幅2.10”，重量21.21 （現状） 。

C,石器・土製品類

27b号建物跡(SB27b) (第27図155)

敲石（155）花崗斑岩の円礫の中央部分に集中的に敲打痕がのこる敲石で，側縁にも敲打痕

がある。長さ9.70",幅7.60",重量510.0’。

包含層（第27図149～154.156）

石庖丁（149）扁平な自然石を利用した石庖丁で，背部に自然面をのこす。刃部は直刃で,著

しい研磨のため刃部の角度は鈍い。刃部には横方向の研磨痕，身部には斜上方への使用痕が明

瞭にのこる。両側縁に研磨による扶りをもち，中央背部付近に両面穿孔による1孔を有する。

孔の片面の周辺には，穿孔時の錐の痕跡が同心円状に明瞭にのこる。両側縁の挟りで使用し

たのち穿孔したことが考えられる。長さ9.35鰯，幅3.25”，重量46.71。

砥石（150～152） 150は花崗岩を使用した粗砥で，側縁に自然面をのこすが研磨面はよく使

用されている扁平な砥石である。重量112.81. 151は泥岩質の石材を使用した仕上砥で小型扁

平な砥石である。重量50.6’。 152は砂岩質の石材を使用した擦痕を有する砥石状の用途不明

の石器である。糸巻状を呈する扁平な石材の片面中央部分に擦痕があり，側縁の3ケ所に敲打

痕があり， この部分が凹む。一種の砥石と考えたい。重量64．81．

石製投弾（153）花崗岩の円礫を使用した投弾と考えられるもので,部分的に面取りを行って

いる。重量36.91．

土製紡錘車（154）土器片を転用した紡錘車で，隅丸方形を呈する。穿孔は中央からややず

れているが，両面穿孔である。片面に太いハケ目が明瞭にのこる。重量7．81．

たたき石（156）砂岩質の円礫を使用した擦痕を有するたたき石で，断面卵倒形を呈する。

側縁部分の一方に敲打痕があり，その部分から側面にかけて太い擦痕が走る。硬い植物繊維等

を敲きつぶしたものであろうか。重量238.61。

－23－



22号建物跡(SB22)
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3，その他の遺構と遺物

30号不明遺構(SX30) (第28図・図板10a)

B－3区中央に単独で存在する遺構で地山を削り出して平坦面を形成し， この平坦面上から

須恵器2個が据えた状態で出土した。 また， この須恵器の周辺からは鉄刀子1，釘10本分が出

土し須恵器が本来木柵等に納めて埋納されたものと推定される。 この平坦面の規模は，北東側

が削平されて不明であるが，現存幅1.05噸，長さ1.40～1.50m,壁高0.20～0.25噸である。須

恵器の出土状態や木櫃の存在が推定されることなどから， この遺構は須恵器の中に火葬骨を納

めた墳墓である可能性が強いが，須恵器の中からは骨片は検出できなかった。ただ，推定され

る木櫃の大きさに比べて，釘が大きいことが奇異である。副葬品と考えられる鉄刀子には布が

明瞭に付着しており，副葬に際して布にくるんで埋納されたことが考えられる。

出土遺物（第31図157～169）

須恵器（157.158） 157は広口の壷で口縁部はゆるやかに外反し，端部はやや外反ぎふにわず

かに拡張する。丸味をもった胴部に安定感のある底部がつく。胴部内外面には成形時のロクロ

による粘土紐巻き上げ痕が明瞭にのこる。 また頚部内面には口縁部接合時の痕跡が溝状にのこ

る。部分的に艶のある灰黒色を呈し焼成は良好で，胎土に砂粒を含む。口径8.8”,胴部最大径

12.3”，器高15.3”。 158はいわゆる小口壷で,口縁部は小さく短かく外反し，若干段のつく頚

部から胴部最大径までは直線的に張り出し，下半は丸味を帯びて安定した平底につづく。底部

はへう切離で，胴部下半底部付近は回転へラケズリとする。口径4.3”，胴部最大径10.5”，

器高9.15”。
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30号不明遺構(SX30)実測図（番号は遺物番号と一致する)( 1 :30)第28図
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鉄刀子（159） ，両関造の刀子で，茎

部が異常に長い。肉厚であるが細身の刀

子である。刃部の兇以上を欠く。刀子全

体に麻と考えられる布が付着しており，

布に包んで埋められたものである。現存

長9.6”， （刃部長3.0”,茎部長5.6”） ，

幅11”（刃部） ，07”（茎部） 。

鉄釘（160～169)すべて折頭形の釘で，

全面に木質が付着する。木質から推定さ

れる板材の厚さは約2”である。

34号石組遺構(SX34) (第29図）

（図版11b)

A－3区で検出した角礫の集石遺椛で，

斜面に位置するため，南側の石2個がや

やずれているが，本来は方形に組まれて

いたと考えられる。復元すれば,東西0.6Vーｰ〔一一ワグしビノ4し’○〃0 ．1ヱノLLソqしV小1不幽U・U

Ｉ
Ｅ
Ｃ
ず
ゞ
苛
哩

’

54.40m－

O

ト

1m

｛

第29図34号石組遺構(SX34)

"Z7南北0.5柳程度になると思われる。 実測図（1 ： 25）（赤は釘）

石の間隙及び下部から鉄釘が出土しており，本来石組の下部に木柵が埋納されていたことが推

定され，墳墓の可能性が高い。石組の下部からは鉄釘以外の遺物，土猫などの遺織は全く検出

できなかった。30号不明遺櫛(SX30)と同時代のものであろうか。

35号不明遺構(SX35) (第30図）

34号石組遺構(SX34)の西方約35加の斜面で検出した遺職で，方形の板状の石を据え，

さらにその斜面上方に三角形の石と須恵器の蓋（杯）を囲むように土師器の蕊の口縁部を倒工

させている。何らかの埋葬施設又は祭遺構と思われるが本来の椛築意図は不明である。

｜ ・ 出土遺物(第31図170.171）／グ ，､

１１１１

Ⅲ

戸
匡
○
の
ぐ
ぬ釧
仙
剛
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土師器（170）ロ縁部は「く」の字状に外反する長

胴の蕊である。外面にハケ目，口縁部内面に横方向の

ハケ痕をのこす。他はナデとする。口径32.5”･

須恵器（171）器形がやや歪んだ蓋又は杯で，全面

ナデとし，底部もへう切雛の後ナデている。内底面は
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第30図35号不明遺構(SX35)
実測図（1 ：25）
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V まとめ

昭和55年度以降4年次にわたり，県営股地開発事業に伴って調査を実施した石鎚権現遺跡群
（l〕

も，第1号古墳及びE, F地点を除いてかなりの内容が明らかとなった。 ここでは, E・F地

点の試掘調査の成果も加味しながら，石鎚権現遺跡群の構成とC地点の位置づけ，及び備後南

部地方における弥生時代後期の土器編年等について考えてふたい。

1． 石鎚権現遺跡群の構成とC地点の意義

石鎚権現遺跡群は， 5世紀代を中心とする11基（内， 1基は不明瞭）の古墳と，弥生時代
（2）

中期後半～末にはじまる集落，噛墓群によって構成される。古墳群については，前回報告で若

干の位置づけを行ったので，今回はC地点を中心とした弥生時代関係の遺構について若干考え

て鉄たい。 まず，地形的には，本遺跡群は芦田川南岸，今岡西谷の中央付近の西側丘陵を西方

にえく．り込んだ細長い小支谷を囲んで存在する。ここは，標高50～75"の起伏をもつ丘陵尾根

及び斜面からなり，周辺の谷水田との比高30～55柳である。遺跡群の内容を便宜上設定したA
（3）

～Fの6地点に分けて概略すると,A地点は，中期末を中心とする住居跡，貯蔵穴，及び後期
（4）

中～後半の竪穴等からなる。B地点は，十数基の土曠墓からなる墳墓群で，時期は土器を伴っ

ておらず限定できない。C地点は，遺椛分布にかなり比高差があり，最高所の丘陵尾根上に後

期前半の貯蔵穴群が集中し，後期中頃の住居跡は，丘陵尾根上及び斜面上半に分布する。斜面

下半には後期後半の土器溜，土猫，廃棄された土器片等力武集中する。遺跡群の中では，最も遺
（5）

構，遺物の集中する地区である。D地点は，丘陵斜面上半から住居跡4～5軒を検出したの承
（6）

である。E地点は試掘調査の承であるが，その成果からは後期前半～中頃の土器を伴う土猫墓

群で，地形的にも尾根が平坦に拡がり墳墓を営むには恰好の位置であろう。 F地点も試掘調査

の承であるが,E地点からつづく丘陵尾根上で，後期前半の土器を伴う円形竪穴式住居跡を検

出しており， この時期の居住地区と思われる。

以上のような概要をふまえて，昨年度及び今年度調査の対象となったC地点の内容をやや詳

しくゑてみることにする。C地点の遺椛の内訳は，貯蔵穴と考えられる土城，及びそれ以外の

用途が考えられる浅い土城，土城墓，竪穴式住居跡，掘立柱建物跡，土器溜等である。 また，

これらの遺構は，次項で述べる出土土器の編年観から大きく三期に分けられ， それぞれの時期

によって石鎚権現遺跡群全体の中で, C地点の占める役割りが変化しているようである。以下

に時期別に遺構内容を概略し，それぞれの時期におけるC地点の位置づけを行っておきたい。

なお，各時期を通じて，丘陵最高所の第2号古墳が存在する部分は遺構が空白となるが， ここ

は，地形的にぷて見張り，祭祀，集会等，集落共有の「場所」としての機能をはセしていたの

ではないかと思われる。
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I 期

後期前半を中心とする時期で，遺構は丘陵尾根上に集中する貯蔵穴群(SK1・ 10～15･17

~20)及び斜面に立地する掘立柱建物(SB22･27a ･27b)が中心となる。他にこの時期の

土器を明らかに伴ったものとして9号ピット (SP9)の他, 8号土壌墓(SK8)も単独で

はあるがこの時期に含まれる可能性が高い。 ここで問題となるのは，貯蔵穴群との関連で掘立

柱建物がどのような役割りをもった建物であったかであろう。弥生時代の掘立柱建物は，近年
（7）

その例数を増加させつつある。掘立柱建物自体は，高知県田村遺跡群例が示すように弥生時代

の初期から存在するようであるが，中期以降，一般的に穀倉として普及する高床の建物に発展
（8）

するものと，鳥取県青木遺跡で作業場・納屋・住居と考えられた土間床に近い床をもつ建物と
（9）

して発展するものがあるようである。特殊例としては，岡山県百間川今谷遺跡で示された特殊

な技術集団とかかわる高床の住居とされたものがあるが，高床の住居が一般化するのは古墳時

代以降になってからであろう。 このような認識のもとに, C地点の3つの掘立柱建物を考えた

場合， これらは，比較的広い削平面をもち，削平面上に炉跡状の焼土面や炭化物は存在せず住

居の床面として機能した痕跡がなく， 2×1間の柱穴プランの四隅の柱穴規模（直径0.4～0.5
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"，深さ0.4～0.7m)も通常の住居跡の柱穴掘方に比べて大きい。 また，明らかに1つの建物

の建替えと考えられる27a号建物(SB27a)と27b号建物(SB27b)が22号建物(S

B22)とは，それぞれ独立した建物となっていることなどから，高床の倉庫状建物と推定で

きる。 この推定は，出土土器及び遺構の重複関係から次時期(I期） と考えられる住居跡(S

B23･28･32)がすべて円形竪穴式住居となっており, I期と1期の間に住居構造の急激な変

化を想定することは非現実的であることからも妥当なものと考えられる。結論的に言えば, I

期のC地点には，貯蔵穴と高床倉庫という異なる形態の貯蔵施設が集中し，住居が存在しない

ことになる。C地点に貯蔵施設を営んだ集団の居住地を付近に求めれば，試掘調査によってI

期に該当する土器（第33図）を伴う円形竪穴式住居跡2軒を検出したF地点である可能性が高

い。F地点は標高40～50wz,谷水田との比高20～30郡の丘陵尾根の比較的低い部分に位置して

おり, C地点よりは水稲耕作を行う集落立地としては優位であり，遺跡群の中ではA地点（標

高50～60"z)と並んで最も早く集落が営まれた地点と考えられる。 さらに， このF地点とC地

点の中間部の丘陵尾根上のE地点ではI期の高杯形土器（第33図）を伴う土脳墓群が検出され

ており，少なくとも1期のある時点では, F地点一集落, E地点一噛蕊群, C地点一貯蔵庫群

という比較的整然とした土地利用形態が存在したことが想定される（第32図ではC地点とE地

点がやや離れているが，調査上の制約からで，本来C地点尾根上の貯蔵穴群は第1号古墳が存

在する付近まで拡がっているものと考えられる。 ） 。以上のように, I期のC地点はF地点に

居住した集団の貯蔵施設群と想定したが， これら貯蔵施設群は出土土器による時期決定の限界

性から，すべて同時併存したとは考えられない。 しかし，位置的に近接しすぎる19号土塘(S

K19)と20号土礦(SK20)や明らかに建替えと考えられる27a号建物(SB27a)と27b号

建物(SB27b)を除けば，貯蔵穴の重複はなくまた高床倉庫状の建物も小さな谷を隔てて約

20畑程度の距離がある。立地的にも，貯蔵穴群は風通しがよく水はけのよい丘陵尾根上に，建

物はやや風圧を考慮したものか丘陵斜面に設けられており， これらの構築は比較的短期間に統

制のとれた集団によってなされたことが窺える。 また，居住地区から切離された地点に貯蔵施

設群が集中して営まれるという在り方は， これらを構築した集団による穀物（食料）の集中管
（10）

理がなされたことが考えられる。同様な指摘が岡山県奥坂遺跡でもなされているが， この場合

は居住地区内における貯蔵穴の集中であり，本迩跡群c地点とはやや様相を異にする。出現時

期も後期後半でありやや時期的にもずれがある。他に後期の貯蔵穴が群集する例として，岡山

ご 180

里』
二二二＝二二＝二二コ一三三

二二二考 E一戸－－－－－－ 師

第33図E・F地点出土土器実測図(1 :3)( 180:F地点, 181． 182:E地点）
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（11）

県北部の大田十二社遺跡があるが， これも貯蔵穴群と居住地区の明確な区別はない。本遺跡群

C地点の場合は現象的には，北部九州から西部瀬戸内にかけて弥生時代前期～中期前半に盛行

する丘陵上に貯蔵穴のみ群集する在り方と一脈を通じるものがあるが， どのような経緯で後期

前半の中部瀬戸内の遺跡に出現してくるのか，穀物（食料）の集団管理を強めなければならな

い社会的背景があったものか，単にこの遺跡群の特殊事情であったのかは，類例に乏しく今後

の検討を要する。

次に，廃絶時に投棄された土器等から同時併存を考えた貯蔵穴と高床の倉庫状建物の機能の
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1期

Ⅱ期

灘
Ⅲ期

第35図 遺構変遷図（ 1 ： 1,250）

違いについては，積極的にこれを論証することはでき

ないが，両者ともF地点に居住する共同体の管理下に

おかれていたことから考えて，貯蔵物の使用目的が異

なっていたのではないかと推定される。すなわち，貯

蔵穴には共同体成員のそれぞれを養う日々の穀物（食

料）を高床の倉庫状建物には，共同体それ自体を維持

する種籾，共用の労働用具（鉄器，その他）備慌用の

穀物（食料） ，祭祀用具等を貯蔵していたと考えるの

が妥当ではないかと思われる。また， 22号建物跡(S

B22)では，柱の抜取後に柱穴掘方に土器を投棄し
〈12） 〈13）

ており，岡山県沼E遺跡・東蔵坊遺跡で指摘されたよ

うな高床倉庫の廃絶（移転）に際して，土器を伴う祭

祀が行われたことが想定される。

1 期

1期につづく後期中頃と考えた時期で,C地点の遺

構は円形竪穴住居跡4軒(SB16･23･28．32)が中

心となる。他に土器溜状の浅い皿状の土曠(SK36)が

ある。竪穴式住居跡はすべて, I期の貯蔵施設と重な

る形で占地しており， この時期にC地点の遺跡群全体

に占める役割が一変している。すなわち，貯蔵施設群

(I期）→居住地区（Ⅱ期）という変換が認められる。

I期の住居跡が1期の貯蔵施設群と見事に重複してい

る事実は，住居立地に対する地形的制約とともに，す

でにI期に貯蔵施設群立地のための造成がなされてお

り，新らたな伐開や造成が容易であったことが考えら

れ， これら一連の構築物が同一集団によってなされた

ことは想像にかたくない。住居の配置は，丘陵尾根上

に直径7.4mの二本柱のやや大型の住居跡，丘陵斜面

に直径5m前後の中型住居跡が並ぶ。 これらは28号住

居跡(SB28)と32号住居跡(SB32)が接近しすぎ

ている以外は，相互に20～30柳以上離れて存在してお

り，居住スペース及び防火管理の面からも同時併存が

可能な理想的な配置をとる。28号住居跡(SB82)と

32号住居跡(SB32)の関係については，双方とも遺
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存状態が悪く，柱穴の配置等は不明であるが， 28号住居跡(SB28)は斜面を大きく削平して

造成しているものの壁体溝は掘られておらず，柱穴も明瞭なものがなく床面上からの遺物も極

めて少なく，埋土下層にも遺物や炭化物等夷雑物がほとんど含まれていない。 このことから，

28号住居跡(SB28)は構築途上で放棄されたか，居住期間が極めて短かかったことが考えら

れ， 32号住居跡(SB32)の建替えの可能性が高い。よって調査区内に限定すれば, C地点Ⅱ

期の住居跡は同時併存したものは最高3軒ということになる。 これら住居跡の出現の背景とし

て, I期の居住地区F地点の人口増による集落の拡大と考えるのが妥当であろう。 ここで問題

となるのは，拡大した居住地によって潰された共同体管理の貯蔵施設群であろう。 これらが，

さらに地点を移して新らたに設られた可能性は否定できないが，むしろ, C地点のI期の貯蔵

施設群のすべてがほとんど同時に廃絶されていることを重視すれば，集落全体の穀物その他の

貯蔵形態に異変が生じたことを想定した方が妥当であろう。さして大きな住居跡ではない23号

住居跡(SB23)から，極めて大型の鉄鐡（第26図145)を出土していることなどから考えて，

I期には共同体によるこれらの集中管理を行うという規制が, I期には崩壊し，住居それぞれ

が消費の最小単位として自立しつつ労働・社会生活の最小単位をなした共同体を維持するとい

う方向に進んたことが考えられる。 このことを現象面的にとらえれば, I期には共同体によっ

て集中管理(共同管理)されていた貯蔵穴や高床倉庫が, I期には共同体内のそれぞれの住居或

いは2～3軒の住居群の中に吸収・消化されたたものと考えられる。 これら1期の自立した住

居・住居群を営んだ家族の中から， のちの共同体首長に発展するような有力家族が拾頭してく

ることは想像にかたくない。 これらのことが，本遺跡群の承の社会発展過程であるのか，周辺

地域を含めた普遍的事象であるのが今後の検証を要するが，高倉洋彰氏がかって指摘した弥生
（14）

時代の労働編成の在り方の変遷とよく合致するようである。いずれにしてにも，本遺跡群おい

ては，後期中頃（I期）に共同体内部の規制に大きな変容があったことは事実であろう。

、 期

後期後半と考えた時期で， この時期のC地点の遺機はこれまでの立地と異なり，丘陵の急斜

面に立地するものがほとんどで, I ． 1期の遺構との重複はほとんどない。 この時期の出士士

器量に比べて遺構は不明瞭なものが多く，規模，数量とも縮小する。主な迪構は，住居跡・住

居状遺構(SB2･3･5･25) ,土曠(SK33) ,土器溜(SX37･38)等がある。住居跡

は急斜面を削平して平坦面をつくりだしたものばかりで，急斜面に立地するためか，柱穴配置

が2号住居跡(SB22)では4本の, 5号住居跡(SB5)では6本の長棟の配置となる。ま

たこれと関連して，地山の削平プランも直線的となり，竪穴式住居としては隅丸方形を指向し

てくるようである。 このことから， Ⅱ期と、期の境に竪穴式住居の平面プランが円形から方形
（15）

を指向してくる変換期を求めることができる。また，床面に壁体溝のあるもの(SB25)とな

いもの(SB2．3 ． 5)が存在するなど，柱穴配置とともにこの時期の住居にはバラエテ

ィーがあるが， ほとんどの住居が恒常的居住を認めがたい程，変則的かつ貧弱なものが多く，
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当地域の普遍的な住居と考えることはできない。また， このことはこの時期の住居跡が同一地

点に， あるいは近接した地点に数次にわたって建替えられている事実からも， その仮小屋的性

格が如実に示されているようである。 これらの住居跡から考えられることは,後期後半に至っ

ても山間の生活からぬけ出得なかった集団の集落か， あるいは平野部に下降した母集団の見張

り小屋的性格をもったものか，祭祀その他に係わって季節的，一時的に使用される建物であっ

たものか，想像の域を出ない。 3号住居状遺構(SB3)に一括投棄された土器群や37･38号

土器洲(SX37･38)に承られる岡山方向から搬入されたと承られる丹塗大型壺形土器を含む

完形土器群等からは，祭祀的雰囲気が感じられるが， この時期のC地点の実態は不明と言わざ

るを得ない。いずれにしても, I期。 Ⅱ期と拡大をつづけた遺跡群が， Ⅲ期を境に縮小し古噛

時代の集落へ続かない事実の承を確認しておこう。

2， 出土土器の編年について

石鎚権現遺跡群C地点の調査では，一部中期末に比定される土器を含んで後期全般の土器が
（15）

出土した。当地方（備後南部）の後期の土器編年は，古く神谷川式として設定されて以後，発
（17〕

掘淵査の進展，資料の増加に伴ってその細分の必要性が指摘されているが良好な一括資料等

を欠くため，後期全般を含むといわれている神谷川式の変遷の実態を解明するまでには到って

いない。ここでは，実態の不明瞭な神谷川式土器の基礎資料を提示する意味で，本遺跡群C地

点出土土器の編年的位置づけについて考察を加えることとする。 この編年作業にあたっては，
〔18）

後期土器の編年研究が著しい進展をとげつつある岡山県南部の土器編年，特に高梁川以西の土

器等との併行関係を考えながら，本遺跡群C地点出土土器の中で，使用の同時性が考えられる

一括遺物を中心に編年的組列を考え，大きく三期に区分した。また，一部に包含層からまとま

って出土した土器や,周辺遺跡出土の一括遺物も適宜使用し,器種の欠落を補った。中期末と後

期初頭の土器の差異については，器種構成や形態，製作技法等からは明瞭な差異は把承難く，

その変化が漸移的なものであったことが考えられる。何をもって中期の終焉と考え，後期のは

じまりと考えるかは，集落構成や生産用具等の変革による社会発展段階の契機の問題とからむ

時期区分の問題であり，ここではふれないこととしウー応,従来当地方で中期末とされた土器群

及び本遺跡群C地点包含層中から比較的まとまって出土したこの時期の土器群を0期として，

その漸移的変化を明示しておきたい。なお，編年図作成にあたっては，各期の中をさらに，一

括遺物ごとに主に壺形土器の口縁形態等を基準として段階的に並べ．形態的発展過程の解明を

試孜，今後の検討に備えた。 しかし， この変化は，他の器種では変化が認められなかったり，

あるいは逆転していると教た方がよい場合もあり，時期差と考えるよりむしろほぼ同時期の個

体差に起因するものも多いと考えられる。多様な土器の形態による時期設定の限界として，現

状では後期を大きく三時期にしか細分できないことを再確認して，今後の検討課題とし，以下

に各期の形態的特徴・併行関係等について述べることにする。

0 期（中期末）
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〔18）

従来，周辺地域で中期末に比定された土器には，池ノ内遺跡3号住居跡，長迫遺跡1号住居
（19〕 （20〕 〔21）

跡，石鎚権現遺跡群A地点4号住居跡，吹越遺跡2号土猫出土の土器がある。 これらの特徴を

概略すれば，壺形土器では，肩が張る器形は後期の器形に近似するが，頚部は短かく，小さく

拡張する口縁端部には明瞭な凹線文を施す。形態的変化は， これに先行すると思われる松永湾
（22〕

周辺の長波遺跡SB50出土壷形土器等からスムーズにたどれる。 このことから,､胴部最大径

が上半に上がり，肩が張る後期的形態の壺形土器はこの時期に成立したことが考えられる。よ

って高杯形土器の形態等から岡山県の仁吾式併行と考えられ中期末に位置づけられた吹越2号

土猫の土器群の壺形土器は胴部最大径が胴部中位にあり，頚部に貼付け突帯を付すなどの点で，

中期末でもやや古い様相を残すものと考えられる。斐形土器では，壷形土器同様胴部最大径が

上位にあり全体的にスマートな形態を呈し，口縁端部の拡張は概して小さく，外表の凹線文は

明瞭に施す。内面のヘラケズリは胴部下半までで，上半はハケ目をのこすものと，指頭圧痕を

のこすものがある。高杯形土器では，杯部に明瞭な屈曲部をもつものと，ゆるやかに内湾する

ものが存在する。前者では杯部上半は直立し，端部の拡張はほとんど認められない。後者では

杯部の深い古い様相を残するものが存在する。脚柱部は文様がへラ描き沈線によって施される
（23）

ことを特徴とする。鉢形土器では，類例は少ないが溝下遺跡で中期後半とされたやや古い様相

を示す鉢形土器が存在する。

I 期（後期前半）
（24） （25）

岡山県南部・高梁川以西の白江I式を介して上東，鬼川市I式と併行関係を考えた後期初頭

を含む前半の土器群である。壷形土器では，肩の張りがさらに強くなり長胴のスマートな器形

を呈し，徐々に頚部が伸びてくる。そのやや長頸化した頚部外面には凹線文状の太い沈線や「

ノ」の字状刺突文が施され， 口縁端部の拡張も概して0期のものに比べて上方へ伸びてくる。

胴部外面に「ノ」の字状刺突文を施すものなどは古い様相を残すものといえ，内面へラケズリ

は胴部上半に及ぶものと，最大径付近までのものとが存在する。また， この時期には，同時期

の鉢形土器から派生してくると思われる胴部が算盤玉状に屈曲する壷形土器が出現する。翌形

土器も,全体的器形に大きな変化はないが，口縁端部の拡張がやや直立ぎみとなり,外表の凹線

文は徐々に退化して不明瞭となる。内面へラケズリは，壷形土器同様胴部上半に及ぶものと最

大径付近にとどまるものが存在する。胴部外面に「ノ」の字状刺突文が施されるものはこの時

期以降はみられなくなる。胴部上半外面に平行タタキ目の痕跡をのこすものが多いのもこの時

期の特徴である。高杯形土器では， この時期に杯部に屈曲をもつものに統一される。杯部上半

はやや外反ぎみとなり外表に退化した凹線文をめぐらせるものや，拡張された端面に凹線文を

めぐらすものが存在する｡概して器壁が厚く粗雑なつくりとなる｡脚柱部の施文がへラ描文から

櫛描文へ移行するのもこの時期の特徴である。鉢形土器では， 口縁端部の拡張が上方へやや強

くなり，胴部が鋭く屈曲して算盤玉状を呈する備後南部に特徴的な鉢形土器が登場するととも

に，高杯形土器の杯部が深さを増して鉢形土器となったものが存在する。相対的に大型化の傾
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向が認められ，器種構成の面からも鉢形土器の割合が増加する時期である。 この時期の鉢形土

器の内面調整に高杯形土器同様のヘラミガキが多いのも特徴の一つであろう。

1 期（後期中頃）

この時期の土器は，壷形土器・甕形土器・鉢形土器とも， 口縁端部の拡張の直立化と伸長を

高杯形土器では，杯部上半の外反を指標とし，前後関係から岡山県南部の上東・鬼川市Ⅱ式と

ほぼ併行するものと考えた土器群である。しかし，土器の形態的特徴は上東・鬼川市l式とは

かなり異なり，特に鉢形土器等にみられる備後南部独特の器形は，従来莫然と考えられてきた
（26） （27）

神谷川式の特徴を最もよく示したもので，かって指摘された後期土器の備後南部の独自性が頂

点に達した時期と考えられる。 これらの特徴を概略すれば，壺形土器では, I期に比べて口縁

端部が直立して上方にやや大きく拡張し，外表の不明瞭な凹線文は徐々に失われて無文化の傾

向を示す。頚部の形態はほとんど変化はないが，外面に「ノ」の字や綾杉状の刺突文を施すも

のが多い。胴部は，最大径がやや下がってナデ肩を呈するものが多くなってくるようである。

内面へラケズリは頚部直下まで及ぶようになり，外面の横方向のヘラミガキが特徴的である。

翌形土器も，形態的には壷形土器と同様の変化をたどる。すなわち,口縁端部の直立化と伸長，

胴部最大径がやや下がって球形に近い胴部をもつようになるなどである。直立した口縁端部外

表には明瞭な凹線文が施されるものも残るが,多くは不明瞭ないしは無文化している。また底部

も徐々に嬢小化し，小さな平底となる。内面へラケズリは，ほとんど胴部上半まで及び，頚部

直下まで及ぶものも多くなる。調整その他には大きな変化は認められないが,強いてあげれば，

頚部内面の湾曲が, 1期のものに比べて滑らかになっている。高杯形土器では， 口縁端部が拡

張せず杯部上半が外反するものに変化している。古い様相を残すものでは，杯部上半内面にI

期以来の凹線文の痕跡を残し，杯部の屈曲もI期の伝統をのこしているが，徐々に杯部上半が

伸びて古式土師器に近い形態が完成する。 しかし，脚端部の形態はI期とほとんど変化が認め

られない。鉢形土器は，口縁端部の直立化と伸長をもって特徴づけられ, I期から確実に発展

過程をたどれる胴部に屈曲をもち明瞭な頚部をもつものに加えて，無頚で直立する口縁部をも

つものなど新しい形態が登場する。器種構成の中で鉢形土器の占める割合はI期にも増して大

きくなる。また，特に大型のものがみられるのもこの時期の特徴であろう。調整手法等は，内

面胴部下半をヘラケズリするものが増えるが，無頚で直立する口縁部をもつものは，外面をヘ

ラケズリするものが多い。口縁部外表の凹線文は極めて退化したものが多く，ほとんど無文に

近いものも存在する。器台形土器が1例存在するが，小型のものである。

Ⅲ期（後期後半）

この時期の土器は，壷形土器の口縁端部の拡張がさらに伸びること，岡山方面からの大型壷

の撤入，鉢形土器の胴部の変形等を指標とし，岡山県南部の上東・鬼川市、式～才の町I式に

ほぼ併行するものと考えた土器群である。また， この時期の土器群は, H期で考えられた備後

南部の土器形態の独自性が失われて，岡山方面から撤入されたと思われる大型壷が端的に示す
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ように,大きく中部瀬戸内地域の土器様式圏の中に組承込まれていくようである。 このことは，
（28〕

備後南部のこの時期の土器に少なからず，岡山方面からの搬入品と考えられる土器がみられる

ことからも， この時期を特徴づける事象であろう。 これらⅢ期とした土器群の特徴を概略すれ

ば，壺形土器では，搬入品と思われるものを除いて， 口縁端部の拡張が1期に比べてさらに大

きくなり，胴部は球形に近くなる。口縁端部以外表の凹線文の退化は著しく，わずかに凹線文

状の凹凸がめぐる程度になるが，例外的に凹線文を密にめぐらすものも存在する。頚部には綾

杉文等の装飾を施すものが多い。明らかに搬入品と考えられる丹塗の大型壷があるが， これは

胴部の形態によってはいわゆる特殊壷となる可能性のあるものである。 口縁部と頚部の屈曲な

どからほぼ上束・鬼川市Ⅲ式に比定され得るものと思われる。他に，直立する頚部に短かく開

く単純口縁の壺形土器があるが， これは胴部内面がヘラケズリではなく指頭圧痕をのこす無調
（29）

盤となっているなどの点で特異な土器であるが，形態的には岡山県北部の谷尻遺跡や南部の百
（30） （31）

間川遺跡群等で同様のものが出土しており，香川県原遺跡でも古くから後期後半に位置づけら

れた土器群の中に同形態のものが含まれており，数量的には少ないがこの時期に中部瀬戸内地

域に広範に分布するものとも考えられる。翌形土器では, M期に比べて大きな変化はないが,口

縁端部外表の無文化と底部の嬢小化が一層すすむ。倭小化した底部の多くは凸ンンズ状に外に
（32〕

張り出す。また内底面には，底部成形の技法等と関わるものが指頭圧痕をのこすものがみられ

るのもこの時期からである。高杯形土器は例数が少ないが, M期のものに比べて杯部上半が発

達するものがこの時期に含まれよう。胎土的には精製粘土を用いておらず，伝統的な砂粒を多

く含む粘土を用いている。鉢形土器では， Ⅱ期からの発展が考えられる口縁端部が直立して拡

張するものに加えて，端部の拡張がわずかで胴部の張りが弱いものが登場する。また，無頚で

単純口縁のものや，口縁部が短かく開く単純口縁のものなどもこの時期に含まれるものと考え

られる。 これらの特徴としては， 口縁端部外表の凹線文が著しく退化し，無文のものがほとん

どで，内面へラケズリのものでは頚部まで達する。

以上，昨年度調査分を含めた石鎚権現遺跡群C地点の集落変遷の在り方，土器編年等を考え・

てみたが，他遺跡との比較等の視点に欠け，芦田川流域の遺跡群の中での位置づけなどは今後

にその検討課題を残すこととなった。特に，山上に群集する貯蔵穴群の成立と廃絶にかかわる

集落内の状況については，県内に比較すべき遺跡がなく，今後その評価が問題となろう。また

集落立地の点においても，同時期の集落で低地に立地するものも隣接する神辺平野には多く，

これらとの相違をどのように解釈するか， さらに検討を要する。

財団法人広島県埋蔵文化財センター「石鎚権現遺跡発掘調査報告」1981年。

広島県教育委員会「石鎚権現古墳群発掘調査報告一第6．7． 8号古墳一」1981年。

広島県教育委員会・財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「長迫遺跡発掘調査報告」1982年。

広島県教育委員会『石鎚権現古墳群発掘調査報告（第9．10号古墳）』1982年。

広島県立埋蔵文化財センター『石鎚権現第2号古墳発掘調査報告』1984年。

註(1) a.

b.

Co

d．

e、
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（2）註（1）のeに同じ。

（3）註（1）のa参照

（4）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『石鎚権現遺跡群・茜ケ峠逝跡発掘調査報告』1985年。

（5）註（4）に同じ

(6)E・F地点の試掘成果については，広島県教育委員会青山透氏の御教示による。

（7） 「月刊・考古学ジャーナル』Nq, 225,ニュー・サイエンス社1983年。

（8）鳥取県教育委員会「青木遺跡発掘調査報告書、一A．B･E･H地区一』1978年。

（9）岡山県教育委員会『百間川兼基遺跡1，百間川今谷遺跡l｣1982年。

(10） 〃 『天神坂遺跡・奥坂遺跡・新屋敷古墳」1983年。

(11）津山市教育委員会『大田十二社遺跡」1981年。

(12） 〃 『沼E遺跡M｣1981年。

(13） 〃 「東蔵坊遺跡B地区発掘調査報告」1981年。

(14)高倉洋彰「弥生時代の集団組成」 『九州考古学の諸問題」福岡考古学研究会編1975年。

(15）備後南部地方では，すでに中期後半頃から方形プランを指向する住居跡がある。これらは,大型のものは

少なく丘陵斜面に構築された小型のものが多い。福山市駅家町手坊谷遺跡群･池ノ内遺跡群・地蔵堂遺跡

群等で検出している。広島県教育委員会『県営駅家住宅団地造成地内埋蔵文化財調査報告」1976年。

(16）潮見浩「山陽地方I」 「弥生式土器集成」本編1 日本考古学協会1968年。

(17) a.広島県教育委員会『堂垣内遺跡発掘調査報告』1977年。

b.広島県立胸中高等学校生徒会地歴部｢芦品郡新市町神谷川遺跡の費料」「地歴部誌」第4号1976年。

(18）広島県教育委貝会「県営駅家住宅団地造成地内埋蔵文化財調査報告」1976年。

(19）註(1) cに同じ

(20）註(1) aに同じ

(21）広島県教育委員会・財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「石鎚山古墳群」1981年。

(22）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『溝下遺跡発掘調査報告」1983年，

(23） 〃 「松永バイパス建設地内埋蔵文化財発掘調査報告」1984年。

(24）岡山県小田郡矢掛町教育委員会『岡山県矢掛町白江遺跡」1966年。

(25）岡山県教育委員会『川入，上東」1977年。

藤田憲司「山陰「鍵尾式」の再検討とその併行関係」 「考古学雑誌」64巻4号1979年現在,岡山県南部の

後期～古式土師器の編年研究は， 百間川遺跡群の調査を通してさらに詳細に進行しつつあるが，広島県

東部の同時期の編年研究は，これらと詳細な併行関係を論及するまでには至っていないのが現状である。

． よって， ここでは上記2論文に示された編年の大枠が大過ないものと考えて， これに準拠した。

(26）註(17) bと同じ

(27）間壁忠彦「弥生文化各説（山陽・四国）」 『新版考古学講座4」1979年。

(28）備後国分寺下屈出土の高杯,広島県教育委員会『備後国分寺跡第4次発掘調査概報』1976年。（第10図16）

御領遺跡FV第2区SB1出土の台付小壷形土器，神辺町教育委員会『神辺町埋蔵文化財調査報告I』

1981年。 （第6図20）

(29）岡山県教育委員会『中国縦貫自動車建設に伴う発掘調査・ 6」1976年。

谷尻遺跡NQ176土壌出土壷形土器（第31図94)

(30)岡山県教育委員会『百間川兼基遺跡1.百間川今谷遺跡1｣1982年。

大地調査区包含層出土壷形土器（第447図1901）

(31）六車恵一「香川県牟礼原遺跡の土器」 『弥生式土器集成」資料篇1 日本考古学協会1955年。

(32）内底部の指頭圧痕を底部外型づくりの根拠とみる意見があり、 その発生を吉備地方に求める説がある。

井上和人「布留式土器の再検討」 「文化財論醗」奈良国立文化財研究所1983年。
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図版1

a・調査前近景（南東より）

b・完掘後遠景（東より）



図版2

a.完掘後全景（南東より）
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b・完掘後全景（北より）
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図版4
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b、 23号住居跡(SB23)内南北土居断面（東より）



図版5

繊
a. 22号建物跡(SB22) (北より）

心
房

△

● ●

■

口 “

釦 グ ー

白

再 争●

塞

少

で

申

戸

圏
召

｡

。

ー

0
七琴

毎
．

｡

の

』

』

苧
亡

a

L

b. 22号建物跡(SB22)土器出土状態（南より）
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